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周防大島町告示第85号 

 平成27年第４回周防大島町議会定例会を次のとおり招集する 

    平成27年12月３日 

                              周防大島町長 椎木  巧 

１ 期 日  平成27年12月10日 

２ 場 所  大島庁舎議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

魚谷 洋一君          平川 敏郎君 

田中隆太郎君          広田 清晴君 

久保 雅己君          中本 博明君 

魚原 満晴君          松井 岑雄君 

平野 和生君          吉田 芳春君 

濱本 康裕君          新山 玄雄君 

小田 貞利君          尾元  武君 

荒川 政義君                 

───────────────────────────── 

○12月17日に応招した議員 

今元 直寬君                 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成27年 第４回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成27年12月10日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         平成27年12月10日 午前９時30分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 議案説明 

 日程第５ 報告第１号 専決処分の報告について（変更契約、法第１８０条関係） 

 日程第６ 報告第２号 専決処分の報告について（変更契約、法第１８０条関係） 

 日程第７ 議案第１号 平成２７年度周防大島町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第８ 議案第２号 平成２７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第９ 議案第３号 平成２７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第10 議案第４号 平成２７年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第11 議案第５号 平成２７年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第12 議案第６号 平成２７年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第13 議案第７号 平成２７年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第14 議案第８号 平成２７年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議案第９号 平成２７年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第16 議案第10号 字の区域の変更について 

 日程第17 議案第11号 周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について 

 日程第18 議案第12号 周防大島町いじめ問題対策に関する連絡協議会及び委員会設置条例の

制定について 

 日程第19 議案第13号 周防大島町印鑑条例等の一部改正について 

 日程第20 議案第14号 周防大島町税条例の一部改正について 

 日程第21 議案第15号 周防大島町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第22 議案第16号 周防大島町介護保険条例の一部改正について 

 日程第23 議案第17号 周防大島町簡易水道事業給水条例の一部改正について 

 日程第24 議案第18号 周防大島町林野条例の一部改正について 
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 日程第25 議案第19号 周防大島町ちびっ子医療費助成事業基金条例の一部改正について 

 日程第26 議案第20号 分収造林契約の変更について 

 日程第27 議案第21号 周防大島町過疎地域自立促進計画の変更について 

 日程第28 議案第22号 周防大島町陸上競技場及び周防大島町総合体育館の指定管理者の指定

について 

 日程第29 議案第23号 周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設等の指定管理者の指定につい

て 

 日程第30 議案第24号 周防大島町サン･スポーツランド片添、周防大島町片添ケ浜温泉遊湯

ランド及び周防大島町青少年旅行村の指定管理者の指定について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 議案説明 

 日程第５ 報告第１号 専決処分の報告について（変更契約、法第１８０条関係） 

 日程第６ 報告第２号 専決処分の報告について（変更契約、法第１８０条関係） 

 日程第７ 議案第１号 平成２７年度周防大島町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第８ 議案第２号 平成２７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第９ 議案第３号 平成２７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第10 議案第４号 平成２７年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第11 議案第５号 平成２７年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第12 議案第６号 平成２７年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第13 議案第７号 平成２７年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第14 議案第８号 平成２７年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議案第９号 平成２７年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第16 議案第10号 字の区域の変更について 

 日程第17 議案第11号 周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用

等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について 

 日程第18 議案第12号 周防大島町いじめ問題対策に関する連絡協議会及び委員会設置条例の

制定について 

 日程第19 議案第13号 周防大島町印鑑条例等の一部改正について 
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 日程第20 議案第14号 周防大島町税条例の一部改正について 

 日程第21 議案第15号 周防大島町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第22 議案第16号 周防大島町介護保険条例の一部改正について 

 日程第23 議案第17号 周防大島町簡易水道事業給水条例の一部改正について 

 日程第24 議案第18号 周防大島町林野条例の一部改正について 

 日程第25 議案第19号 周防大島町ちびっ子医療費助成事業基金条例の一部改正について 

 日程第26 議案第20号 分収造林契約の変更について 

 日程第27 議案第21号 周防大島町過疎地域自立促進計画の変更について 

 日程第28 議案第22号 周防大島町陸上競技場及び周防大島町総合体育館の指定管理者の指定

について 

 日程第29 議案第23号 周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設等の指定管理者の指定につい

て 

 日程第30 議案第24号 周防大島町サン･スポーツランド片添、周防大島町片添ケ浜温泉遊湯

ランド及び周防大島町青少年旅行村の指定管理者の指定について 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 魚谷 洋一君       ２番 平川 敏郎君 

３番 田中隆太郎君       ４番 広田 清晴君 

５番 久保 雅己君       ６番 中本 博明君 

７番 魚原 満晴君       ９番 松井 岑雄君 

10番 平野 和生君       11番 吉田 芳春君 

12番 濱本 康裕君       13番 新山 玄雄君 

14番 小田 貞利君       15番 尾元  武君 

16番 荒川 政義君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

８番 今元 直寬君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 福田 美則君     議事課長 中村 和江君 
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書  記 岡本 義雄君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 椎木  巧君   代表監査委員 ………… 西本 克也君 

副町長 ………………… 岡村 春雄君   教育長 ………………… 西川 敏之君 

公営企業管理者 ……… 石原 得博君   総務部長 ……………… 奈良元正昭君 

産業建設部長 ………… 池元 恭司君   健康福祉部長 ………… 松本 康男君 

環境生活部長 ………… 佐川 浩二君   久賀総合支所長 ……… 松田  博君 

大島総合支所長 ……… 佐本 洋二君   東和総合支所長 ……… 迎 智可志君 

橘総合支所長 ………… 青木 一郎君                      

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 木村 秀俊君 

教育次長 ……………… 岡野 正徳君   公営企業局総務部長 … 藤田 隆宏君 

総務課長 ……………… 佐々木義光君   財政課長 ……………… 中村 満男君 

学校教育課長 ………… 平原 俊一君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開会 

○議長（荒川 政義君）  改めまして、おはようございます。本日は御出席いただきまして、あり

がとうございます。 

 ただいまから平成２７年第４回周防大島町議会定例会を開会します。 

 今元直寬議員から欠席の通告を受けております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（荒川 政義君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１１番、吉田芳春議員、１２番、

濱本康裕議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（荒川 政義君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、去る１２月３日開催の議会運営委員会において協議の結

果、お手元に配布してある会期日程のとおり、本日から１２月１７日までの８日間としたいと思
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います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、お手元に配布して

ある会期日程のとおり、本日から１２月１７日までの８日間とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（荒川 政義君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本年９月以降本日までに、議会に提出されております文書について御報告をいたします。 

 まず、地方自治法の規定に基づき、監査委員から例月現金出納検査（９月・１０月・１１月実

施分）及び定期監査（９月・１０月・１１月実施分）の結果の報告がありましたので、お手元に

その写しを配布いたしております。 

 次に、陳情・要望について、２件受理しております。議会運営委員会でお諮りいただき、陳

情・要望第２８号「平成２８年度市町予算編成に際しての商工会助成について（要望）」は、議

員配布として既にお手元にお届けしております。また、陳情・要望第２９号「周防大島町議会議

員定数の検討にあたり、削減ありきではない真摯な議論及び検討内容等の住民への十分な説明を

求める要望書」については、全員協議会で協議いただくことにしております。 

 続いて、系統議長会関係について、１０月２日、山口県町議会議長会臨時会が開催され、役員

の改選が行われました。会長に平生町議会の福田議長さん、副会長に阿武町議会の田中議長さん

が選任されました。 

 １１月６日、山口県町議会議長会１１月定例会が開催され、平成２８年事業計画等について協

議がなされ、議決されました。 

 １１月１０日、第３４回離島振興市町村議会議長全国大会が開催され、「離島航路・航空路支

援法（仮称）の早期制定を求める特別決議」など特別決議２件、１４項目の要望が議決されまし

た。 

 翌１１日には第５９回町村議会議長全国大会が開催され、「東日本大震災からの復興と大規模

災害対策の確立に関する特別決議」など特別決議６件、２５項目の要望が議決されました。 

 続いて、研修について、９月２９日、山口セントコアにおきまして、自治研修会が開催され、

常任委員長さんを初め、４名の議員さんが出席されております。 

 続いて、町人会関係について、９月２７日の近畿東和会へ新山議員が、１０月１８日の東京東

和町人会へ田中議員さんと小田議員さんが、１１月１５日、近畿大島会へ松井議員さんが、

１１月１７日の東京大島郡人会へ久保議員さんと平野議員さんと尾元議員さんがそれぞれ出席を

いたしました。それぞれの会におきまして、会員との情報交換と親睦の輪を広め、語らいの中か
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ら、ふるさとに対する熱い思いと寄せる期待の大きさに、島を守る我々の責任の重大さを肝に銘

じたことと存じます。関係議員の皆さん、大変お疲れさまでございました。 

 また、今後、東京久賀倶楽部、東京たちばな会、関西橘町人会が予定されており、この件につ

きましては議員派遣として御議決をいただく予定としておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案説明 

○議長（荒川 政義君）  日程第４、議案の説明に入ります。 

 町長から議案の説明を求めます。椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  どなたもおはようございます。本日は、平成２７年第４回周防大島町議

会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、大変御多忙の折にもかかわり

ませず御参集を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 それでは、提出議案の概要につきまして御説明を申し上げます。 

 本定例会に提案をいたしております案件は、専決処分の報告２件、補正予算に関するもの９件、

字の区域の変更１件、条例の制定について２件、条例の一部改正について７件、財産の一部の無

償譲渡に係る契約変更、過疎地域自立促進計画の変更、指定管理者の指定３件の合計２６件であ

ります。 

 報告第１号及び報告第２号は、契約の変更について、それぞれ専決処分により処理をいたしま

したことを議会に報告するものであります。 

 議案第１号は、平成２７年度一般会計補正予算（第３号）であります。 

 既定の予算に１億５,９６４万３,０００円を追加し、予算の総額を１４９億９,６４３万

７,０００円とするものでございます。 

 議案第２号は、平成２７年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）であります。 

 既定の予算に７,７５７万５,０００円を追加し、補正後の予算の総額を４０億９,８５６万

３,０００円とするものでございます。 

 議案第３号は、平成２７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）についてであり

ます。 

 既定の予算から１６万３,０００円を減額し、補正後の予算の総額を４億２,２２８万

７,０００円とするものでございます。 

 議案第４号は、平成２７年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についてであります。 

 保険事業勘定の既定の予算から７９６万７,０００円を減額し、補正後の予算の総額を３４億
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８,０７６万６,０００円とするものでございます。 

 議案第５号は、平成２７年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）についてであります。 

 既定の予算に３,６６１万５,０００円を追加し、補正後の予算の総額を９億１,３４２万

９,０００円とするものでございます。 

 議案第６号は、平成２７年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）についてであります。 

 既定の予算に３５０万９,０００円を追加し、補正後の予算の総額を５億６,９０３万

７,０００円とするものでございます。 

 議案第７号は、平成２７年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）についてでありま

す。 

 既定の予算から２６１万４,０００円を減額し、補正後の予算の総額を３億３,８４０万

７,０００円とするものでございます。 

 議案第８号は、平成２７年度漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）についてでありま

す。 

 既定の予算に１０３万円を追加し、補正後の予算の総額を３,６０４万９,０００円とするもの

でございます。 

 議案第９号は、平成２７年度渡船事業特別会計補正予算（第１号）についてであります。 

 既定の予算から１５万４,０００円を減額し、補正後の予算の総額を９,４７７万７,０００円

とするものでございます。 

 議案第１０号字の区域の変更についてでございますが、県営久賀地区耕作放棄地解消・発生防

止基盤整備事業に関連し、畑能庄地区の字の区域の変更について、議会の御議決を求めるもので

ございます。 

 議案第１１号周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用に関する条例は、平成２８年１月１日に行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆるマイナンバー法でございますが、これ

が施行されることに伴い、個人番号の利用に関して条例を制定するものでございます。 

 議案第１２号周防大島町いじめ問題対策に関する連絡協議会及び委員会設置条例の制定は、い

じめ防止対策推進法が制定されたことに伴い、いじめ対策に係る組織の設置について必要な事項

を定めるものであります。 

 議案第１３号周防大島町印鑑条例等の一部改正は、住民基本台帳法の一部を改正する法律が施

行され、外国人登録法が廃止されたことに伴い、関係条例を改正するものであります。 

 議案第１４号周防大島町税条例の一部改正は、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施

行令の一部を改正する政令及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が平成２７年３月３１日
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にそれぞれ公布され、一部を除いて平成２８年１月１日以降に施行されることに伴い、周防大島

町税条例の一部を改正するものであります。 

 議案第１５号周防大島町国民健康保険税条例の一部改正は、行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律が平成２８年１月１日に施行されること等に伴い、所要

の改正をするものであります。 

 議案第１６号周防大島町介護保険条例の一部改正も、いわゆるマイナンバー法に対応するため、

条例の一部を改正しようとするものであります。 

 議案第１７号周防大島町簡易水道事業給水条例の一部改正は、開閉栓手数料を廃止しようとす

るものであります。 

 議案第１８号周防大島町林野条例の一部改正は、公益財団法人やまぐち農林振興公社が行って

おります分収造林事業の分収割合について変更しようとするものであります。 

 議案第１９号周防大島町ちびっ子医療費助成事業基金条例の一部改正は、基金を充当できる事

業について、ちびっ子医療費助成事業に中学生医療費助成事業を加えるものであります。 

 議案第２０号分収造林契約の変更は、議案第１８号に関連し、公益財団法人やまぐち農林振興

公社との分収造林契約を締結している町有林２０.９９ヘクタールに係る分収割合を変更するこ

とに伴い、収益分収権及び造林木の共有持ち分の一部を同法人へ譲与することについて、議会の

議決を求めるものであります。 

 議案第２１号は、周防大島町過疎地域自立促進計画の変更に当たり、過疎地域自立促進特別措

置法第６条第７項で準用される同条第１項の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第２２号から２４号までの３議案は、指定管理者の指定についてであります。 

 議案第２２号は、周防大島町陸上競技場及び周防大島町総合体育館について、議案第２３号は、

周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設等について、議案第２４号は、周防大島町サン・スポー

ツランド片添、周防大島町片添ケ浜温泉遊湯ランド及び周防大島町青少年旅行村について、それ

ぞれ指定管理者の指定についてお諮りをするものであります。 

 以上、議案等の概要につきまして御説明申し上げましたが、詳しくは提案の都度、私または関

係参与が御説明申し上げますので、何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますよう、よろし

くお願いをいたします。 

 終わります。 

○議長（荒川 政義君）  以上で議案の説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第１号 

日程第６．報告第２号 
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○議長（荒川 政義君）  日程第５、報告第１号工事請負変更契約の締結についての専決処分の報

告から、日程第６、報告第２号物品売買変更契約の締結についての専決処分の報告までについて、

執行部の報告を求めます。奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  報告第１号及び第２号について御報告をいたします。 

 いずれも変更契約の締結について、専決処分により処理をいたしましたので、これを報告する

ものでございます。 

 まず、報告第１号は、平成２７年度志佐漁港海岸保全施設整備工事変更請負契約の専決処分に

ついてでございます。 

 本工事は、離岸堤の基礎工事を目的として、本年９月にユタカ工業株式会社と請負契約を締結

し、実施してまいりましたが、工事を施工する離岸堤の基礎部分における鋼矢板打設において、

支持基盤となるかたい地盤が想定より高い位置にあったため、当初設計より短い打設となりまし

た。 

 このため、矢板打設後に上面に露出した矢板１３枚分の切断・処分が必要となり、施工内容を

変更いたしました。 

 これにより、原契約の工事請負金額５,７５６万４,０００円に１６８万２,６４０円を増額し

た５,９２４万６,６４０円とする請負変更契約を地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、

専決処分書のとおり、平成２７年１１月２６日付で専決処分により処理をしたものでございます。 

 続いて、報告第２号は、平成２７年度周防大島町立中学校情報通信機器備品購入の物品売買変

更契約の締結について、専決処分により処理をしたものでございます。 

 平成２７年度周防大島町立中学校情報通信機器備品購入につきましては、有限会社ふくやと物

品売買契約を締結し、今月中旬には引き取りの予定でございます。 

 このたび、情島中学校を除く中学校４校において、タブレット端末を設置するに当たり、職員

室に設置されている既設のルーターでは、全てのタブレット端末を同時にネットワーク回線に接

続した場合に容量が不足することが判明し、大容量のルーターに取りかえるため、物品の売買代

金においてルーター４台分の購入費の増額が必要となりました。 

 このため、原契約１,５４４万４,０００円に１７万７,１２０円を増額した１,５６２万

１,１２０円とする物品売買代金の変更について、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、

指定された専決処分事項により専決処分を行いましたので、これを報告するものでございます。 

 以上、２件について御報告申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  以上で執行部の報告を終了します。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第１号 
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○議長（荒川 政義君）  日程第７、議案第１号平成２７年度周防大島町一般会計補正予算（第

３号）を議題とします。 

 補足説明を求めます。奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  議案第１号平成２７年度周防大島町一般会計補正予算（第３号）に

つきまして補足説明をいたします。 

 一般会計補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は第１条のとおり、既定の歳入歳出予算に１億５,９６４万３,０００円を追加し、

予算の総額を１４９億９,６４３万７,０００円とするとともに、第２条において債務負担行為の

補正を、第３条において地方債の補正を行うものでございます。 

 まず、歳入歳出予算の補正につきまして、事項別明細書により御説明をさせていただきます。 

 １３ページをお開き願います。 

 歳入の１３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金は、社会福祉費負担金において

国保基盤安定負担金の確定による追加計上を、また障害福祉費負担金は歳出に連動し、障害者自

立支援給付費負担金及び育成医療給付費負担金をそれぞれ追加計上するものでございます。児童

福祉費負担金は、保育士等処遇改善臨時特例事業及び延長保育促進事業に係る補助金が種別変更

になったことによる組み替えを行うものでございます。 

 ２目衛生費国庫負担金は、歳出額の増額に伴い、未熟児養育医療負担金を追加計上しておりま

す。 

 ２項国庫補助金１目総務費国庫補助金は、再編交付金の限度額の確定による追加計上をすると

ともに、歳出においては充当額の調整を行っております。 

 ２目民生費国庫補助金は、障害福祉費補助金において、歳出額の増額に伴う地域生活支援事業

補助金の追加計上を、児童福祉費補助金においては、負担金と同様、補助金種別の変更に対応す

るため、予算の組み替えを行うものでございます。 

 １４ページ、１４款県支出金１項県負担金１目民生費県負担金は、国庫負担金と同様に、社会

福祉費負担金において国保基盤安定負担金を、障害福祉費負担金において障害者自立支援給付費

負担金及び育成医療給付費負担金をそれぞれ追加計上するとともに、児童福祉費負担金において

組み替えを行うものでございます。 

 ２目衛生費県負担金についても、国庫負担金と同様に、未熟児養育医療負担金を追加計上する

ものでございます。 

 ２項県補助金１目総務管理費補助金は、サテライトオフィス誘致に伴う旧和田小学校校舎改修

に係る経費に対する中山間地域ビジネスづくり補助金５００万円を新規に計上するものでござい

ます。 
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 ２目民生費県補助金は、社会福祉費補助金において交付額の確定による国保負担軽減対策費助

成事業補助金の減額計上を、障害福祉費補助金では、事業費の増額に伴う地域生活支援事業補助

金の追加計上を、児童福祉費補助金では、国庫補助金と同様に、補助金種別の変更に対応する組

み替えを行うものでございます。 

 １５ページ、４目農林水産業費県補助金は、農業費補助金において、事業量の増加に伴い、新

規就農資金利子補給金及び機構集積協力金交付事業補助金を追加計上するとともに、補助金名称

が変更となったことに伴い、需要対応型産地育成事業補助金を農業経営体質強化事業補助金に組

み替えるものでございます。 

 ３項県委託金１目総務費県委託金は、県議会議員選挙委託金について、確定による減額を行う

ものでございます。 

 １５款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入は、昨年１０月に募集をいたしました町有

施設の屋根及び土地を活用した太陽光発電システム運営事業について、本年度分の貸付料が確定

いたしましたので、これを計上するものでございます。 

 １６ページ、１６款寄附金は、ふるさと寄附金について、これまでの実績を考慮し、２００万

円を追加計上するものでございます。 

 １７款繰入金は、財政調整基金を１億２,４６２万８,０００円取り崩し、財源調整を行ってお

ります。 

 １９款諸収入は、片添ヶ浜施設使用料について、これまでの実績から４００万円追加計上を、

事業費増に伴う未熟児養育医療一部自己負担金１４万５,０００円をそれぞれ追加計上するもの

でございます。 

 ２０款町債は、消防設備整備事業について、過疎対策事業債から緊急防災・減債事業債に組み

替えを行うものでございます。 

 続いて、歳出について御説明をいたします。 

 今回は一般会計並びに各特別会計におきまして、当初予算編成以降の人事異動等に伴う職員人

件費の調整等を行っており、その総額は、一般会計において３,２２２万３,０００円、漁業集落

排水事業特別会計及び公営企業局企業会計を除く特別会計において１４０万８,０００円の減額

となっております。 

 それでは、職員人件費以外の主なものについて御説明をいたします。 

 １８ページをお願いいたします。 

 １款議会費１項議会費１目議会費、議会運営経費は、各常任委員会視察研修の行程変更に伴う

旅費の追加計上でございます。 

 １９ページ、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、行政一般経費は、議会運営経費と同
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様に旅費を追加計上するとともに、東日本大震災により被災し、福島県いわき市の仮設住宅で生

活を送られている方々を引き続き応援するため、特産品のみかんをお送りする経費を計上するも

のでございます。 

 ５目財産管理費、基金管理経費は、次年度以降の中学生医療費助成事業に充てるためちびっ子

医療費助成事業基金への積立金２,５２０万円を計上するものでございます。なお、財源につき

ましては、漁港管理費陸閘整備事業等の入札減を考慮し、事業費調整を行った上で、これまでの

ちびっ子医療費助成事業基金と同様に再編交付金を充当することとしております。 

 ６目企画費は、企画一般経費において、今年度から新たに広島広域都市圏連絡会議に参画して

おり、今後不足が見込まれる旅費及び有料道路通行料を、２０ページ、ふるさと応援事業では、

ふるさと寄附金の状況を考慮して、これに対応するため、報償費及び積立金を追加計上するもの

でございます。企業誘致対策事業は、工事請負費２,０００万円の新規計上でございます。これ

は、さきの臨時議会において行政報告をさせていただきましたとおり、旧和田小学校校舎に企業

誘致として株式会社ビジコムのサテライトオフィスの誘致を進めており、県の中山間地域ビジネ

スづくり補助金を受け、施設改修等を行う経費を新規に計上するものでございます。 

 ７目支所及び出張所費は、各支所経費において、地域要望に対応するための工事請負費を追加

計上するとともに、油田出張所経費から白木出張所経費は、単価改定による非常勤嘱託職員報酬

の不足見込み額を、日良居出張所経費は、雨漏りに係る修繕費をそれぞれ計上するものでござい

ます。 

 ２２ページの４項選挙費２目県議会議員選挙経費は、事業費の確定により、歳入予算とともに

減額し、調整を行うものでございます。 

 次に、２４ページをお願いいたします。 

 ３款民生費１項社会福祉費２目障害福祉費では、障害福祉一般経費において、平成２５年度障

害者医療費負担金の過誤調整による償還金３７万２,０００円を計上するとともに、障害者自立

支援給付費事業から育成医療事業においては、今後の事業量の見込みによる調整を行うものでご

ざいます。 

 ２５ページ、４目国民年金費、国民年金一般経費は、年金受給者に関する移動関係の電算処理

を行う臨時職員の賃金２６万円のほか、様式変更等に伴うシステム改修６４万８,０００円の計

上が主なものでございます。 

 ２６ページ、２項児童福祉費１目児童福祉総務費、児童福祉総務一般経費は、児童福祉関係事

業の国庫及び県費負担金が種別変更となったことにより、保育士等処遇改善臨時特例事業に係る

事務費補助金が皆減となったため、歳出予算の調整が主なものでございます。 

 ２７ページ、５目保育所運営費、私立保育所運営経費は、国、県負担金及び補助金の種別変更
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に応じ、負担金、補助及び交付金から委託料へ組み替えを行うものでございます。 

 ２９ページ、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費、母子保健事業は、未熟児養育医

療給付金の不足が見込まれるため、３０万円を追加計上するものでございます。 

 ３１ページをお願いたします。 

 ５款農林水産業費１項農業費３目農業振興費、農業振興対策一般経費は、新たな申請による新

規就農資金利子補給補助金の追加計上でございます。特産対策事業は、県支出金における補助金

名称の変更に伴い、歳出予算の組み替えを行うものでございます。 

 ３２ページ、農園施設管理経費は、賃金単価の改定による賃金を、農地中間管理機構事業は、

農地集積協力金の対象が新たに生じたため、協力金をそれぞれ追加計上するものでございます。 

 ２項林業費１目林業総務費は、イノシシの捕獲について、これまでの実績から大幅な捕獲頭数

の増加が見込まれるため、有害鳥獣捕獲委託料２８０万円を追加計上するとともに、山口大学と

の包括連携協定をもとに、同大学農学部にイノシシの生態や食性調査を委託する委託料１６万円

を新規に計上するものでございます。 

 ３３ページ、３項水産業費２目水産業振興費は、久賀漁協燃油倉庫の外壁補修工事に係る漁業

経営構造改善事業補助金１２万円の追加計上でございます。 

 ３目漁港管理費は、日良居漁港陸閘設置工事に伴い、電柱移転の必要が生じたため、これに係

る補償金６９万９,０００円を計上するものでございます。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 ６款商工費１項商工費２目商工業振興費は、ながうらスポーツ滞在型施設管理運営経費におい

て、水道料負担金の不足が見込まれるため、追加計上をするものでございます。 

 ３目観光費は、片添ヶ浜海浜公園施設管理委託料について、これまでの実績から今後を見込み、

歳入と同額の４００万円を追加計上するものでございます。 

 ３５ページ、７款土木費２項道路橋梁費１目道路橋梁維持費は、地域要望や早期に道路橋梁補

修に対応するため、工事請負費のほか、３,２８２万２,０００円を追加計上するものでございま

す。 

 ３６ページ、３項河川費は、道路橋梁費と同様、地域要望に対応するため、工事請負費

４００万円を追加計上するものでございます。 

 ３７ページ、６項住宅費１目住宅管理費の公営住宅一般管理経費は、今後不足が見込まれる光

熱水費２０万６,０００円及び公営住宅の修繕費１５０万円を追加計上するものでございます。 

 ８款消防費１項消防費２目非常備消防費、非常備消防経費は、消防可搬ポンプ等の緊急修繕に

対応するための修繕費の計上でございます。 

 次に、３８ページをお願いいたします。 
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 ９款教育費１項教育総務費２目事務局費は、教育総務経費において、工事請負費１３６万

２,０００円を計上し、廃校となりました旧油田中学校の安全確保のための仮囲い設置工事のほ

か、旧和田小学校、旧三蒲小学校の電気設備の切りかえ工事等を行おうとするものでございます。 

 ３９ページ、２項小学校費１目学校管理費は、沖浦小学校の消防設備点検による防排煙設備改

修のほか、小学校の施設の修繕に要する経費５９５万４,０００円を追加計上するものでござい

ます。 

 ３項中学校費１目学校管理費は、大島中学校及び東和中学校の太陽光発電パワーコンディショ

ナーの修繕のほか、中学校の施設の修繕に要する経費９９万２,０００円の追加計上でございま

す。 

 ４０ページ、４項社会教育費１目社会教育総務費、社会教育振興経費は、各公民館の臨時職員

の賃金について、賃金改定の影響分を追加計上するものでございます。 

 ２目公民館費、久賀公民館運営経費は、消防設備点検による消火栓ホースの更新や浄化槽の修

繕に係る経費の追加計上でございます。 

 ４１ページ、３目図書館費、大島図書館管理運営経費及び東和図書館管理運営経費は、賃金改

定による影響分の計上でございます。 

 ５目社会教育施設費は、東和総合センター管理運営経費において、８月２５日の台風により倒

壊した街灯の改修の工事請負費２２万６,０００円を、八幡生涯学習のむら管理運営経費におい

て、ふぐあいのある浄化槽の修繕費８０万円をそれぞれ計上するものでございます。 

 ４２ページ、５項保健体育費２目体育施設管理費は、健康管理センター管理運営経費及び日良

居体育館管理運営経費において、いずれもトイレの修繕に係る経費を、また総合体育館・陸上競

技場管理運営経費では、白木公有地汚水処理施設の修繕費を計上しております。 

 ３目学校給食費、東和地区学校給食センター管理運営経費は、施設の修繕及びドライ仕様の移

動台の購入経費の計上でございます。 

 ４３ページ、１２款諸支出金１項繰出金は、各特別会計の補正予算に対応した繰出金の調整で

ございます。 

 以上が歳入歳出予算補正の概要でございます。 

 続いて、７ページに返っていただきまして、債務負担行為補正についてでございます。これは、

スクールバス運行業務について、平成２８年度及び平成２９年度の債務負担行為の設定を行うと

ともに、ながうらスポーツ滞在型施設等指定管理料から周防大島町陸上競技場及び周防大島町総

合体育館指定管理料につきまして、議案第２２号から議案第２４号についてお諮りいたします指

定管理者の指定に伴う指定管理料の債務負担行為の設定を行うものでございます。 

 続いて、９ページをお願いいたします。 
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 地方債の補正についてでございます。このたびの補正による財源調整に伴い、消防債を追加す

るとともに、過疎対策事業債の限度額を変更するものでございます。 

 以上が議案第１号平成２７年度周防大島町一般会計補正予算（第３号）についての概要でござ

います。何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わら

せていただきます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑はございませ

んか。吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  ２０ページ、総務費、企画費、工事請負費２,０００万円、こ

の改修工事の内容についてお伺いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  旧和田小学校の企業誘致に伴う２,０００万円の工事請負費の内訳

ということでございますけれども、まず今、旧小学校でございますから、企業誘致に伴いまして、

まずトイレが子供さん、小学生向けの仕様となっております。これをトイレを改修をする予定と

しております。 

 それから、今、集中管理での空調設備となっておりますので、使用される各部屋に個別のエア

コンを設置するという予定としております。 

 それから、あと進出予定の企業の要請もあるんですが、まず社員食堂的なものが欲しいという

ことで、そういったものの厨房設備も設置したいということ、それから休憩室等々で使える、あ

るいは仮眠等も必要なこともございますので、そういったシャワー設備、こういったものを設備

改修をしたいということで、合わせて２,０００万円の予算を計上させていただいておるという

ことでございます。 

○議長（荒川 政義君）  吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  空調設備、エアコン等は、本来なら企業者側がやることではな

いかと思うんですけども、それとか休憩室とか、シャワー室とか、食堂室とかですね。民間企業

においては、民間ちゅうか、個人においての貸し借りの場合は、最低水周りを改修して貸し出す

ということになりますけれども、必要最低限以上のことを家主ちゅうか、町が対応してると思う

んですが、その辺の考え方をお伺いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  提案理由等々でも申し上げたとおり、企業誘致という考え方でこの

事業を進めております。企業誘致をすることによって、町内への雇用の促進、あるいは経済の波

及効果等々を勘案いたしまして、当然、企業が進出してくる場合でしたら、当然、今おっしゃっ

たような企業側で条件整備等はする必要があろうかと思いますが、町としては、今回の案件につ
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いては企業誘致という考え方で対応しておりますので、町としてある程度の条件整備はしていき

たいという考え方でございます。 

○議長（荒川 政義君）  吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  これは契約ちゅうんですか、貸し付けの契約期間は何年で、今

の財産収入というか、幾ら見込んでいるのか、それと台風とか、地震が発生した場合にいろいろ

改修工事が伴うと思うんですけども、その場合も、また町が負担するというようになるのか、契

約はどうなっているのかをお伺いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  契約につきましては、まだ契約締結はしておりません。というのは、

今回の補正予算の議決をいただきまして、そういった改修等を行います。その後で進出協定を結

ぶという格好になると思いますが、一応、今の企業との調整の中では、契約期間は一応３年とい

うことですが、それはいずれずっと更新ということで、企業からはお伺いをしております。 

 それとあと、その貸付料の御質問がございましたが、これは補助事業で建てた校舎でございま

す。ですから、そういった財産処分等々の関係から、一応貸付料は無償ということで、これは有

償で貸し付けますと、補助金返還が生じるといったこともございますので、無償ということで想

定をしております。 

 それから、台風災害等の修繕はどうなるのかということでございますが、この建物は、当然、

町の施設ですから、町として公有財産の保険を掛けておりますので、台風災害等の修繕について

は、その保険で対応するということになります。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。平川議員。 

○議員（２番 平川 敏郎君）  ２番、平川です。ページ３９ページの３項の中学校費の中学校管

理事務局経費の９９万２,０００円、先ほど修繕費で太陽光発電というのがありましたが、この

太陽光発電は設置して何年になるのか、それと今この太陽光の修繕は部品の交換か、まず最初に

それをお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午前10時14分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時17分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  太陽光発電の何年に実施したかっていうのがちょっと今調べており

まして、はっきりした年数が出ておりませんが、今回の補修については、太陽光のＰＣと言われ
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るパワーコンディショナー、この中にある冷却ユニットが２つとも壊れておるということで、直

流で発電されたものが交流に変換できないということで、売電ができておりません。その補修経

費です。いいでしょうか。 

○議長（荒川 政義君）  平川議員。 

○議員（２番 平川 敏郎君）  この太陽光発電、今、周防大島町にあちこち結構つけてますよね、

これからそういう、今、おっしゃった直流を交流にするちゅう、そういうもんがたびたび発生す

るんじゃないかと思うんですよね。これだけと言うんで、どういうメンテナンスをどういう契約

を、当時つけられたときに決めとるんかどうか知りませんけれど、もう結構つけてますよね。そ

のときに、どう言いますか、減価償却いうかそういうなのが修繕費の中に入っておるわけですか。

どうなっとるんですかね、その辺を教えてください。 

○議長（荒川 政義君）  岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  この太陽光については、町が直営で太陽光パネルを設置して、それ

を中国電力に売電をして収入を得ているということですので、現在の会計上の減価償却とかそう

いう考え方が、今のところ、現金収支ですので、そういう考え方はありません。設置したときに

経費を計上して、後は収入が入ってくると。その中で修繕の経費が出てくるということで、トー

タルしてそれが収支が赤字になったとか黒字になったとかいうのは、計算上は出てきますけど、

決算書上はそういう考え方はしておりませんので、まあ、むしろ環境に配慮して自然エネルギー

を発電使用するというところを今着目して活用しておるということになってると思います。 

○議長（荒川 政義君）  平川議員。 

○議員（２番 平川 敏郎君）  私が申し上げておるのは、いろんなところへたくさんのものをつ

けておるわけですよね、太陽光、久賀中学校にしても、つけておるわけでしょう。 

 先ほどおっしゃったそういう部品が、私は自然エネルギーで俗に言う天日というのは実績があ

って、すごく部品の消耗いうか交換が割と少ないと。しかしながら、太陽光というのは果たして

何年もつだろうかなあちゅうんで、随分いろいろ考えてきたところなんですよね。やはり、こう

いうことが起こるんじゃないかなあちゅうような気がしとったわけですよ、太陽光っていうのは、

部品の交換というのは。 

 だから、このぐらいの金額が妥当の金額かもしれませんけど、次々そういうのが発生するんじ

ゃないかなちゅうところで、ちょっとお聞きしよるわけです。 

 その辺は、そのメーカーというか、設置された業者いうかそういうなところに、これは何年ま

でもつのかというのは聞いたことがございますか。 

○議長（荒川 政義君）  岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  今、先ほどの質問のありました設置の年度ですが、これは、大島中、
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東和中それぞれ平成２１年度設置ですので、６年余りが経過しておるということになります。 

 それから、今の太陽光の部品の交換、メンテナンス費用ということですけど、業者等々、何年

もつとかどのぐらいの経費がかかるとかいうものについて協議したことはありません。太陽光発

電のわりあい設置の開始した初めのころですので、そういう太陽エネルギーを活用するというこ

とが、非常に、社会的に叫ばれたときに町としてもそういうものを取り入れたということが先行

しておりますので、その後の維持費について、今、こういうのが出てきておりますので、今後は

考えないといけないと思いますが、今のところは、こういう経費が発生するというのは、予想し

ていなかったというのが実情であります。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今、平川議員さんからの御質問でございますが、町で直営的に太陽光発

電をつけておるのは、今、中学校の４校の屋根だけなんですね。 

 それで、これは、町が直営でつけたという理由は、当時まだまだ太陽光発電が非常にまだ普及

してない時期で、非常にクリーンエネルギーを使っていこうということで、国のほうから補助金

が出たということで、ほとんど、すごく公立な補助があったもんですがから、４中学校にはかけ

ました。 

 そして、そののちに当然、補助金というものはなくて、自分が売電するためのつけるのは自分

の費用でつけるという状況になってまいりましたが、それで、今現在、町有施設の屋根に約

３０カ所ほど、屋根と町有地を含めて、３０カ所ぐらいつけております。これについて、中学校

の屋根と同じように町で設置をして、そして、町でその売電収入を得ようじゃあないかというこ

とを検討いたしました。 

 しかしながら、今のような、当時、私たちが聞いておったのは、２０年間これ耐用年数がある

けども、パワーコンディショナーは、１０年間ぐらいで１回取りかえなければならないというよ

うなことがお話がありました。そしてまた、台風等でめげたときは保険は掛けてあるそうですが、

当然、町のものであれば、町が修繕をしなければならいというようなこともありまして、そのよ

うなことになると、町のほうで、町の職員のほうに非常に手がかかってくると言うこともありま

す。 

 だから、そこら辺の維持管理の問題とかまたは修繕の問題とか、そして対応、災害の問題とか

があるので、これはちょっと町で直営するのはどうかということに結論がなりまして、それでま

あ、屋根と土地とをそれぞれの事業者の貸し付けようということで募集をしたということになっ

ております。 

 だから、この４中学校のことについては、当時、まだまだ太陽光発電がこんなに普及していな

い時期でございましたので、国のほうからも大きな補助金が出たということでやりましたが、今、
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議員さんがおっしゃられたように、例えば、太陽光発電自体は耐用年数が２０年間あったとして

も、当時もパワコンは１０年ぐらいで交換するというようなお話を聞いたことがあります。まあ、

今回は６年ということで少し短いというふうに思いますが、いずれにしましても、町の財産で町

がやるということになると、非常にやっぱり、今回、予算出してからまたずうっと見積もりとっ

たり、いろいろなことをせんにゃあいけんという手がかかりますので、これから先は、やはり町

の施設であろうとも町がつけるというのは、まあ、どうかなというふうな考えております。 

 この４つの学校については、当然、つけておりますので、これは学習等にも利用しております

が、これから維持管理はしていかなければならないというふうに思っているところでございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。魚谷議員。 

○議員（１番 魚谷 洋一君）  今の太陽光の話ですが、出力と言うか、売電金額が落ちたという

のがわかったから、そういう点検をしたらパワコンが悪かったというような話なんですか。それ

とも定期点検をどなたかがやられておるとか、どうしてそういう悪い部所がわかった原因という

か、誰がどういうふうな状態で見つけられたかということはわかります。 

 というのが、パネルは別にして、パワコンはいつの製品か知りませんが、大体限度が１０年と

言われているんです。中にコンディショナーが入ってますから。 

 それで、通常、毎月毎月メーターをみて、売電金額が入ってきてると思うんですが、その金額

が、例えば５％ぐらいだったら正常値だと思うんですって、天気の変更とかありますから。２割

とか３割とか落ちてきたら、あれどっかおかしいんかなというような感じだと思うんですよ。そ

のメーターを見られるのは電機会社の中国電力の方が検査をして数値を上げられて、そして売電

金額として入金をされていると思うんです。ですから、検査員の方がそういう報告をされるとい

うことは、まずないと思うんです、売電金額のね。金額が落ちたなあ、あるいは売電しているキ

ロワットが落ちたなあというようなのを月々チェックされているわけですか。 

○議長（荒川 政義君）  岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  今回、この補修経費が上がったもとは、学校の先生のほうから異音

がすると。太陽光発電関係のパワコンは外にあるわけですが、それが異音がするということで発

覚したということであります。 

 売電の料金の単価が、料金が減っているからという報告は受けておりません。学校のほうでそ

ういう異音がするからということから見つかったということです。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  魚谷議員。 

○議員（１番 魚谷 洋一君）  売電金額は、総務課のほうへ入ってくるんですか。どこで入るん

ですか。委員会じゃあないです、役場の一括で入るんですか。振り込みでしょう、どうせ。 
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○議長（荒川 政義君）  岡野教育次長。 

○議員（１番 魚谷 洋一君）  それと、もう１点。そういう売電金額の振り込み先もお願いした

いんですが、太陽光設置をされておる発電設備の管理というか、点検、そういった方は業者さん

でやられているんですか、それとも、それぞれ施設へつけられた設置場所の責任者の方がやられ

ておる、まあ、別段やっていない。どういうふうな点検の方法をやられているのかも、わかれば

お願いします。 

○議長（荒川 政義君）  岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  今の点検の方法ですけど、これは先ほど町長が言いましたが、補助

金を受けて設置をして、町内の業者の方に設置しておるということですので、異常があったとき

に設置された業者にお願いして見てもらうと。それによって、今の修繕にかかってもらうと、ま

あ、予算を取ったあとですけど。そういうやり方で、定期的にそれを保守点検で見てもらってい

るというわけじゃありません。 

 それから、太陽光パネルについては、メーカーが１０年保証をしておるので、パネルについて

は、メーカーが保証すると。パワーコンディショナーについては、１年の保証がありますので、

メーカーのほうからそういう１年間は保証があるんだけど、その後については保証がないので、

補正予算に上げて町が補修するということであります。 

 それから、学校の中にこの太陽光を管理するパソコンがありまして、そこに温度等の異常とい

うメッセージが出てくると。それによって、見たら音が発生しておったと。それで、修理だとい

うことです。 

 それと、何かほかにありましたっけ。 

○議員（１番 魚谷 洋一君）  点検とか、機器の設置点検は定期的にやられているんですか。 

○教育次長（岡野 正徳君）  定期的にはやっていなくて、異常があったときにお願いして見ても

らうということであります。 

○議長（荒川 政義君）  あの、ちょっと。奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  売電の収入がどこに上がっているのかということですけども、

１５款の財産収入の中に生産物売払収入ということで、太陽光発電の余剰電力の売払収入という

ことで、今年度であれば５２万８,０００円という予算は計上さしていただいております。 

○議長（荒川 政義君）  魚谷議員。 

○議員（１番 魚谷 洋一君）  私も何でこうしつこく言うかと言いますと、私も３カ所、実は売

電しているんです。２０キロ級が２カ所と３０キロ級が１カ所、合計３カ所です。固定価格買取

制度というのが始まってからの設置ですから、長いやつで３年ちょっとですね。 

 月々、電力会社の方がメーターの検針に来られて、要するに今月は何キロ発電しました、全額
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売電ですから、１５日が振り込みで、１７日か１８日ごろ検針に来られて、翌月の１５日に指定

の口座に振り込まれるというようなシステムなんですが、その機器に関しては、太陽光のパネル

とかそういった器具に関しては、まあ、そんなに詳しいわけじゃないんですが、金額的なもので、

例えば、今月は何キロで何円の売り上げがあった、去年の同じ月だったら何キロの発電で何円の

売り上げがあったというのを発電当初からずうっとチェックをしてるわけです。そのチェックを

した分をもとにああちょっとおかしいところがあるんじゃあないかなというふうな自分なりのチ

ェックの仕方をしています。 

 ですから、皆さんがそれぞれの部署で忙しいと思うんですが、設置にもお金がかかることです

し、それから、売った電気料の収入も入ってくるというわけですね。ですから、そういったつく

ったそういう設備に対する管理と言いますか点検と言いますか、そういったものを何らかの方法

で、定期的に部署を決められて管理をされていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  今、盛んに学校等の売電の問題が出ておりましたが、私が過去聞

いた時点では、電力料の関係で、実際的には売電を目的としていなかったんじゃないかなと。設

置して最近になって、売電ということができて、新たに各当初つけた４基、４基でしたかね、に

つけて、今度は売電施設として行うために結局は売電の用を足すための機器をつけたんじゃあな

い。当初は、もう売電ちゅうのは話になかったと。各学校で対応するということでなかったかと

思うんで、その辺をもう１回調べてから、その当時って言うてもあれじゃけい、その辺はちょっ

と今盛んに去年、おととしから出ましたかね、いわゆる周防大島町に売電を目的として契約が発

生した分とは違ういうことを、きちっととらまえちょかんと、議員のほうも錯覚しますから、新

たに売電をするための設置に係る費用と捉えてよいのかどうなのか、ちょっと難し過ぎるので。

私が言いよることも難しいんかもわからんし、執行部が言うてくれんとそこ。そこを執行部が言

わんと、私が言うのはおかしいんですから、そこを言うたら誤解が解けるんじゃあないかという

ふうに思いますので、執行部が言うてください。そのとおりじゃなしに。 

 じゃあ、質問に入ります。（笑声） 

 それは実際的には、今回の補正の特徴であります。補足説明であった１つは、人件費、いわゆ

る人事院勧告抜きの実際的な人件費、先ほど奈良元部長が言ったように、全体として３,０００万

円ぐらい落としたよと言うのが報告がありました。 

 大体人件費を当初予算で組むときは、この時期のいわゆる人件費をベースに、１月１日ですが、

実際的には退職を数えて組むわけですが、今年度、退職が何人で、退職が何人かというと、端的

に言うよ、給料の多い人が退職して、給料の少ない新規の職員さんがふえることによっての実際

的な差額、それは影響あると思いますよ。（「それは当初に組んじょる」と呼ぶ者あり）当初に



- 23 - 

組んじょるが、実際的には皆さん方が予算を組むときには１２月の状況、１月の状況をみて、こ

れで例えば人件費の予算を組むと。実際的に欠員が発生するから言うて、早言うたら、新規に職

員の実際と今度は賃金、新たな給与を組むわけですから、大体何人退職して、何人採用されたと

いうことを、まず、きちっと報告してほしいというのが、まず１個目の質問です。 

 それと、２つ目。これは、今回変更、いわゆる奈良元部長の補足説明によるとかなりのメニ

ューの変更があります。それで、部長のほうがわかりやすく報告してほしい。例えば、子育て支

援特別対策事業でも、安心こども基金から子ども・子育て支援体制総合整備事業補助金になった

とか、そういうな大きなくくりで言うと、議員のほうもわかりやすいと。メニューがきちっと、

上下である分ならわかりよいですが、補正予算を、ほいじゃが実際的にこういうメニューがこう

いうメニューになって、なりましたというのを抜いてから報告してもろうたら、特に大きいんが

所管する、福祉関係と実際的にあるんが、産業建設じゃなしに、ごめんなさい池元部長のとこに

なりますかね、実際的にはその２つの部が補助金メニューが変わって、同額なんだが、ほとんど

同額なんだが、こういうメニューに変わりましたというのを報告してもろうたら、抜いてから報

告してもろうたら非常にわかりよいと、議員の側はわかりよいという立場で答弁を求めたいとい

うふうに思います。 

 言う内容はわかってもらえましたかね。お願いいたします。 

 それと、今回のもう一つの特徴が、財源をどうするかというところであります。 

 財源を見てますと操出金にかかわる部分がかなり大きいというふうに思われますが、ページで

見てもろうたら、ごめん、民生費国庫負担金、いわゆる国保基金安定負担金、これが大体決まっ

た結果ですね。国庫が２,００４万６,０００円、これが一応今年度見通しとしてこういうふうに

なりましたと。それと、県負担金、これが国保基盤安定負担金で１,２５５万３,０００円。それ

と持ち分として、２分の１、４分の１、４分の１ですから、一般、いわゆる町持ち分ですよね、

これが１,２５５万３,０００円ということになっておりますが、法定減免の関係が大体決まった

と思われる数字じゃないかというふうに思いますので、間違うちょったら後からこれはこうよと

言うのがあったら言うてもらってもいいと思うんですが、そう考えてよいのかどうなのか、最終

的にはこういうふうな見通しになっておりますと、今回の補正の操出金はね。いうことを言って

ほしいと。 

 それと、先ほど議論があった中山間地域ビジネスづくり補助金で、今回、２,０００万円のう

ち５００万円組んじょるが、実際的にはこれは２分の１ぐらいの数字になるのか、どうなのか。

今から先、財源を調整しますし、設計を組むわけじゃん。その中で、県対象、いわゆる町と県の

補助金これが足して２,０００万円なるんじゃが、今は１,５００万円と５００万円じゃが、実際

的には、中身としちゃあ私もまだわからんが、１,０００万円ぐらい半分ぐらいなるんかなとい
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うふうにとっちょっていいのかどうなのか。甘けりゃあ甘いちゅうて言ってください。それでい

いですから、もっと出と入りを見んと、議員ですからわかりにくいんでね、その辺はやっぱりも

っと説明をしたらいいんじゃないかなというふうに思います。 

 それと、入りのほうで見ちょきたいのは、土地貸付収入財産収入の関係で、土地貸付収入と建

物貸付収入これが、基本的には先ほどからある貸付、いわゆる太陽光の関係の貸付収入というふ

うに思われるが、公対民間なら、言いやすいんですが、例えば、屋根の上というのはそうはない

かもわかりませんが、今後、今どうかはわかりませんが、土地貸付収入においては環境整備、い

わゆるもう当たり前ちゅやあ当たり前なんですが、例えばことしに入って小松の教職員住宅を貸

しました。ほいたら、通ってみたら草が生えてから、あんまり環境ようないよと。フェンスはし

ちょりますから、町民が入るわけ、個人資産ですから、そうするとやっぱり相手方に対して、き

ちっと環境整備、これを言うていかんにゃあいけんと思うんですが、今はまだそんなに契約がな

ってないんじゃないか、抽象的な言葉かどうかわかりませんが、その辺もきちっとしちょかんに

ゃあいけんのんじゃないじゃろうかというふうに思いますが、一応質問の形態をとっちょります。

よろしくお願いします。 

 財産管理費、ちびっ子医療費助成事業基金に積み立てる。これは、小中学校が使えるように、

後、条例がでてきますが、実際的にはその財源として、例えば一般財源等からも、前、議論しま

したが、一般財源からもきちっと入れるという考え方に立つのかどうなのか。そういう交付金が

なくなったらもうぴっしゃりやめるとかいうんじゃなしに、きちっと今後も定住促進のために維

持するという考え方でよろしいのかどうか、これ、町長のほうに入りますので、聞いときたいと

いうふうに思います。 

 今回、前回言うた工事費等については、かなりふえておりますので、それはわかっております

が、あとはほとんど特段変わったとこがないというのが補正の実態かなと思いますので、以上の

ところで質問しちょきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。おおよそ１０分。 

午前10時48分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時59分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  広田議員さんのたくさん質疑がありますが、その中で２点ほど私のほう

から御答弁をさせていただきます。 

 １４ページの県の補助金でございまして、中山間地域ビジネスづくり補助金５００万円と、そ
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して歳出のほうの２,０００万円とのこの補助率の差はどうなのかという御質問だったと思いま

す。この歳出の改修のほうの２,０００万円につきましては、全てがこの県の中山間地域ビジネ

スづくり補助金の対象になるというものではございません。 

 当然、それらの中から県の補助対象になるものを拾えば、１,０００万円に対する５００万円

の補助金ということを想定しているわけでございます。当然、改修でございますので、今からや

ってみなければなかなかどこまでとれるかということもわからない分野もあると思いますが、い

ずれにいたしましても先ほどの吉田議員さんからもお話がありましたが、今回のビジコムという

サテライトオフィスの企業誘致につきましては、非常に私たちのほうから恩典があるということ

でないと、企業のほうから積極的に出てくるというものではないというふうに思っているところ

でございまして、企業のほうから積極的に出させてくださいというところであれば、当然、うち

のほうもそれじゃあ、その使用料は幾らにしますかという話で交渉できるのだろうと思いますが、

今回の企業誘致につきましては企業誘致でございますので、当然こちらからメリットが出さなけ

れば誘致は叶わないものだというふうに思っているところでございます。 

 周防大島町は非常に条件的には悪いところでありますので、何らかの企業に対してもメリット

があるというのがまず第一だということで、この改修費を出しております。そして、それらに対

して県のほうもこういう県の中山間地域ビジネスづくり補助金があるのでこれを活用してくれと

いうことで、県にもお願いしてこの補助金をいただこうということにいたしておるわけでござい

ます。だから、必ずしも２,０００万円と５００万円とか２分の１の補助金だということにはな

らない可能性があります。 

 もう１点の、ちびっ子医療費の助成事業基金のことでございますが、平成２７年度はこれは地

方創生の先行型ということで２６年の最終の補正のときに今、２７年度の医療費の財源は確保い

たしております。そして、今回積み立てます２,５２０万円のちびっ子医療費助成事業基金はこ

れは中学生までの医療費の助成ということになりますが、これは再編交付金を活用して来年度以

降の事業のための基金造成をするということでございます。 

 そして、将来これがどうなるのかという御質問でございましたが、当然、こういう医療費の助

成事業を始めて数年できるということは、なかなか難しいことだというふうに思っておりますの

で、もし、仮に再編交付金がなくなったときは、一般財源でやるのかということでございますが、

できるだけ財源をきちんと確保するように私たちはこれを努力していかなければならないと思っ

ているところでございます。 

 仮に財源がなくなって、一般財源でやるということになりますと、これだけではありませんの

で小学校６年生までも今まであったように、それらも含めて中学３年までになるわけですから、

相当大きな財源が一般財源で必要になってまいります。そういうことがないように、ぜひとも今
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までのような再編交付金だけとは言いませんが、そのような特定財源が確保できるように努力を

していかなければならないというふうに思っているところでございます。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  何点か御質問いただいた中で、まず、最初の太陽光発電の売電の考

え方といいますか。先ほど御答弁させていただいたとおり、歳入につきまして太陽光発電余剰電

力売却収入という売払収入ということでの予算計上でございます。先ほど、教育次長のほうが答

弁しましたとおり、学校、今、４校に、中学校に設置しておりますのは、平成２１、２２あのこ

ろだったと思います。ですが、当時はまだ全量買い取りという制度はございませんでした。です

から、中学校で使用した電気の余ったものを中電に売却するということでございますので、そう

いった制度の中で現在運用いている太陽光発電装置でございますので、収入もそういった余剰電

力の売払収入ということで入ってきている。ですから、今は余剰電力の売払いということでの運

用であるということを御理解いただきたいと思います。 

 それから、次に人件費の御質問をいただきました。総額で約３,０００万円ばかりの減額とい

うことでございますが、まず平成２６年度中に１３名の退職がございました。そのうち１０名が

定年退職とそれに３月末で急遽自己都合で３名の方の退職が出ました。 

 ですから、その３名分が要するに当然町も採用予定ございませんでしたので、その３名分がま

ず大きく減額になっております。それも大体部長級とか班長級等々の職員でございました。そう

すると大きな金額となっております。それともう１点は平成２５年度末に１名保健師が急遽退職

がございました。これも補充する予定、採用試験等行なったのですが、保健師の採用が応募がな

かったというようなこともありまして、採用ができておりません。これも採用する予定で予算組

んでおりましたので、合わせて４名分が減額になっているということでございます。 

 それに加えまして、国の人事院勧告等々の考え方で給与の総合的な見直しという部分で給与約

３％の減額とかいうようなことが起こりました。それに対応したということもあわせて、今回約

３,０００万円ばかりの、ですから給料、それから手当等々も全て影響します。共済費等にも影

響しまして総額で３,２００万円ばかりの減額になりましたということでございます。 

 採用はですから、２６年度中に１３名の退職があり、採用は１０名でございます。ですから、

そこで３名の差が出ておるし２５年度分の１名の補充もできなかったということで、４名の減に

なったということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  佐川環境生活部長。 

○環境生活部長（佐川 浩二君）  太陽光発電の土地の環境整備ということでございますが、この

件につきましては、事業者のほうで維持管理は行なっていくと。これは協定書の中でもうたって

おりますけど、責任を持って草刈り等は行なっていくということになっております。ただ、草等
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伸びて周りに影響があるということがあれば、町のほうからでも指導はしていきたいというふう

に考えております。 

○議長（荒川 政義君）  松本健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松本 康男君）  広田議員さんから２点御質問いただきました。 

 まず１点目の児童福祉関係の組みかえ等、説明ということでございますが、予算書のまず

１３ページのところの国庫支出金の関係の児童福祉費補助金の関係、それから１４ページの県支

出金の児童福祉費の負担金と児童福祉費の補助金の関係。それから支出のほうでは２６ページの

児童福祉費、総務一般経費が関係してくるところでございますが、これらにつきましては、一応

組みかえということでございますが、説明申し上げますと、まずこれまでは子育て支援特別対策

事業、安心子ども基金ということで保育の質の向上というところを事業の対象としておりました

が、これが制度改正によりまして、子ども・子育て支援体制整備総合推進事業ということになっ

たという点がまず１点。 

 それから、これまで保育緊急確保事業として一時保育、地域子育て支援拠点事業、それから保

育士処遇改善臨時特定事業等実施しておりましたが、この事業につきましては、廃止となりまし

て引き続きこれは子ども・子育て支援という事業で対象とするようになっております。 

 ただ、保育士等処遇改善臨時特例事業につきましては、私立保育所の運営費、いわゆる措置費

と言われておりますが、こちらのほうに含めて国・県から支出されるという形になります。それ

から放課後子どもプラン推進事業で県から補助金が出ておりました放課後児童クラブ事業につき

ましては、やはり先ほど申し上げました子ども・子育て支援という事業のほうに移行ということ

で、この放課後子どもプラン推進事業につきましては廃止ということになっております。 

 それから、延長保育推進事業、促進事業ということで延長保育の促進について県の補助金が出

ておりましたが、これにつきましては、子ども・子育て支援の事業のほうに取り込まれるという

形。それから一部については、私立保育所の運営費措置費の中に含まれるという形になりまして、

これまで実施しておりました延長保育促進事業というものは廃止ということになっております。 

 それから、国保の繰出の関係ということでございますが、まず１３ページ、１４ページのとこ

ろの国保基盤安定負担金、それから国保負担軽減対策助成事業補助金の関係が関係しております

が、これにつきましては負担金の交付の申請額の確定ということで国保基盤安定負担金について

は増額、それから軽減対策につきましては、やはり軽減対策、繰入金額の確定ということで減額

となっておりますが、これの軽減、７割、５割、２割というところの数値が確定したということ

がございまして、この数値も申し上げたほうがよろしいですか。 

 まず、７割軽減でございますが、対象者は１,７８２人ということでございます。それから、

５割につきましては１,１２６人、それから２割については８４０人ということで、計３,７４８人
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ということでございます。なお、繰出の中の内訳等につきましては、後ほど国保の関係で詳しく

資料等もありますので、そちらで説明させていただきたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  池元産業建設部長。 

○産業建設部長（池元 恭司君）  広田議員さんの２番目の質問だったと思いますが、事業メニ

ューの変更ということでお聞きしまして、補正予算書３１ページになります。産業建設部として

農林課でございますが、３１ページの下のほうにあります特産対策事業でございます。需要対策

型産地育成事業補助金△の２,３６３万４,０００円が、そのすぐ下にあります、先ほど補足説明

でもありましたように名称変更のみでございます。 

 農業経営体質強化事業補助金２,３６３万４,０００円の組みかえでございます。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  もう一、二点聞いておきたいというふうに思います。 

 １つは、財政調整基金にかかわる問題です。基本的には私いつも補正後の基金残高を聞いてお

りますので、答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 また、イノシシ対策も去年いろいろ議論してみると、不足がちだという実態が明らかになって、

去年の同時期にそれでまた補正要望。去年はしてなかったですが、一昨年またやっております。

そして今回捕獲等で補正を組んでおりますが、これは捕獲に対する額だけなのか、例えばいろい

ろな罠がありますが、それに対する補助金等も含まれてこういう金額になったのか聞いておきた

いというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  今回の補正を踏まえての財政調整基金の残高の御質問でございます。 

 今回の補正を踏まえまして、財政調整基金の残高は５０億４,９８７万１,０００円と見込んで

おります。 

○議長（荒川 政義君）  池元産業建設部長。 

○産業建設部長（池元 恭司君）  イノシシ対策でございます。今回２８０万円のイノシシの捕獲

に対する委託料については補正で計上させていただいております。 

 昨年が一千六百数頭だったというふうにしていますが、ことしは今の推移で行きますと、

１,８００頭が想定されております。その不足分を今回補正で計上させていただいているのが現

状でございます。広田議員さん最終日のほうに、また一般質問でもございますので、そのときじ

っくり説明はしたいとは思っておりますが、昨年も守るほう、防御のほうですけど、これは満額、

予算を幾らか残しておりますので、予算が足りないということはなかったというふうに感じてお

ります。 
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○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 討論、採決は最終日といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第２号 

日程第９．議案第３号 

日程第１０．議案第４号 

日程第１１．議案第５号 

日程第１２．議案第６号 

日程第１３．議案第７号 

日程第１４．議案第８号 

日程第１５．議案第９号 

○議長（荒川 政義君）  日程第８、議案第２号平成２７年度周防大島町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号）から日程第１５、議案第９号平成２７年度周防大島町渡船事業特別会計補

正予算（第１号）までの８議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。松本健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松本 康男君）  それでは、議案第２号から議案第４号の補足説明をいたします。 

 議案第２号平成２７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について、

補足説明を行います。 

 今回の補正は、歳入においては、療養給付費国庫負担金の減額、保険基盤安定事業、財政安定

化支援事業、国庫負担軽減対策及びその他一般会計にかかる一般会計繰入金の増減、歳出におい

ては高額療養費の増額、介護納付金の減額、国庫補助金等の過大交付に伴う償還金の増額が主な

ものであります。 

 補正予算つづりの４５ページをお願いいたします。 

 第１条で、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７,７５７万５,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ４０億９,８５６万３,０００円とするものであります。 

 詳細につきましては、事項別明細書で説明をいたします。 

 ５１ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 ３款国庫支出金１項国庫負担金１目療養給付費負担金については、１節、現年度分を基盤安定

事業繰入金の確定により一般分を２７２万５,０００円増額し、介護納付金の決定等により介護
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分を１,２８１万１,０００円減額して、１,００８万６,０００円を減額するものであります。 

 ６款県支出金２項県補助金１目財政調整交付金については、県指導による医療費通知回数等の

増に伴う通信運搬費増額分を追加計上するものです。 

 ９款繰入金は１項他会計繰入金１目一般会計繰入金を８,７３０万４,０００円追加いたします。

これは一般会計からの繰入金で、負担金交付申請額確定により１節保険基盤安定事業繰入金（保

険税軽減分）を３３７万２,０００円増額、２節保険基盤安定繰入金（保険者支援分）を

４,００９万円増額、職員給与費等の調整により３節職員給与費等繰入金を５０６万２,０００円

減額、普通交付税８月算定分確定により５節財政安定化支援事業繰入金を６７１万１,０００円

減額。 

 次のページをお願いいたします。 

 ６節その他一般会計繰入金のうち、国保負担軽減対策繰入金確定により国保負担軽減対策を

５００万４,０００円減額、国庫負担金等過大交付判明及び財源不足に伴う繰入金追加によりそ

の他一般会計を６,０６１万９,０００円増額いたします。 

 ５３ページをお願いいたします。 

 歳出について御説明いたします。 

 １款総務費は当初予算編成以降の人事異動等に伴う職員人件費調整により職員人件費を

５１４万８,０００円減額します。 

 ２款保険給付費１項療養諸費は１目一般被保険者療養給付費３目一般被保険者療養費ともに財

源調整であります。 

 ５４ページをお願いします。 

 ２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費は、今年度の１０月までの実績から年間推計によ

り４,５９３万８,０００円増額いたします。 

 ４款１項前期高齢者納付金等１目前期高齢者納付金は、納付額決定通知により２６万５,０００円

減額、２目前期高齢者関係事務費拠出金は１,０００円増額します。 

 ６款介護納付金は、介護納付額決定通知により１,９２１万４,０００円減額します。 

 次に、５５ページをお願いいたします。 

 ８款保健事業費１項特定健康診査等事業費は、職員人件費を８万６,０００円増額します。

２項保健事業費は県指導による医療費通知の通知回数増による医療費適正化事業の充実のため、

役務費を３５万７,０００円、結核・精神病特別交付金申請にかかるレセプト内容調査集計業務

等の委託料として１３２万円を追加いたします。 

 ５６ページをお願いいたします。 

 １０款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金は、財政調整交付金及び療養給付費負担
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金にかかる国庫補助金等の過大交付に伴う返還金を、追加で５,４５０万円計上しております。 

 以上が、平成２７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）についての概

要であります。 

 続きまして、議案第３号平成２７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）につきまして、補足説明を行います。 

 今回の補正は、歳入において職員人件費にかかる一般会計繰入金の増額、歳出において職員人

件費の増額が主なものであります。 

 補正予算つづりの５７ページをお願いいたします。 

 第１条で、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１６万３,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億２,２２８万７,０００円とするものであります。 

 詳細につきましては、事項別明細書で説明をいたします。 

 ６３ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金について、職員人件費分１６万３,０００円を

減額いたします。 

 ６４ページをお願いいたします。 

 歳出について御説明いたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費を職員人件費の調整等により１６万３,０００円減

額いたします。 

 以上が、平成２７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）についての

概要であります。 

 続きまして、議案第４号平成２７年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に

つきまして、補足説明を行います。 

 補正予算つづりの６５ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、保険事業勘定において、職員人件費の調整に伴う補正を行うものでございます。 

 第１条で、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額から７９６万７,０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ３４億８,０７６万６,０００円とするものであります。 

 事項別明細書の７１ページをお願いいたします。 

 保険事業勘定の歳入について御説明いたします。 

 ６款繰入金１項他会計繰入金４目その他一般会計繰入金の７９６万７,０００円の減額につき

ましては、職員人件費の調整によるものでございます。 

 ７２ページをお願いいたします。 
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 保険事業勘定の歳出について御説明いたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費では、介護保険分の職員人件費の調整により

１,７８９万５,０００円を減額いたします。 

 ４款地域支援事業費２項包括支援事業・任意事業費３目地域包括支援センター運営事業費では、

介護保険・地域包括支援センター分の職員人件費の調整として、９２２万８,０００円を増額い

たします。 

 以上が、平成２７年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についての概要で

ございます。 

 以上で議案第２号から第４号までの補足説明を終わります。 

 何とぞ、慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（荒川 政義君）  佐川環境生活部長。 

○環境生活部長（佐川 浩二君）  それでは、私のほうからは議案第５号平成２７年度周防大島町

簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）から議案第８号平成２７年度周防大島町漁業集落排水

事業特別会計補正予算（第２号）までの、環境生活部上下水道課所管の４議案につきまして、補

足説明をいたします。 

 まず、議案第５号平成２７年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、

御説明いたします。 

 補正予算書の７５ページをお願いいたします。 

 第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算に３,６６１万５,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を９億１,３４２万９,０００円とするとともに、第２条により地方債の補正を行うも

のであります。 

 その概要につきまして、事項別明細書により説明させていただきます。 

 ８３ページをお願いします。 

 歳入の３款繰入金において、一般会計から繰入金７３５万８,０００円を追加し財源を調整し

ております。 

 ５款諸収入は、久賀・大島地区下水道工事にかかる水道管等移設工事に伴う移転補償金

２５０万７,０００円を、また平成２６年度分の消費税確定申告に伴い、既に収めた中間申告予

定納税額との差額にかかる消費税還付金及び消費税還付加算金を、新規に計上するものでありま

す。 

 ６款、町債は事業の追加に伴い、簡易水道事業債１,４５０万円並びに過疎対策事業債として

１,１８０万円を、追加計上するものであります。 

 ８５ページをお願いいたします。 
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 歳出でございます。 

 １款簡易水道費１項事務費１目総務費において、当初予算編成以降の人事異動に伴う職員人件

費の調整等により、１,３３０万８,０００円を追加計上し、また総務一般経費において平成

２６年度分の消費税確定申告及び平成２７年度の中間申告予定納税額の確定に伴い、５９９万

７,０００円を減額するものであります。 

 ２項事業費２目設備費において、久賀・大島地区下水道工事に伴う水道管等移設工事にかかる

工事請負費として、２,９３０万４,０００円を追加計上するものであります。 

 以上が、議案第５号平成２７年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）の概要

でございます。 

 続きまして、議案第６号平成２７年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて御説明いたします。 

 ８７ページをお願いいたします。 

 第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算に３５０万９,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を５億６,９０３万７,０００円とするものであります。 

 ９３ページをお願いいたします。 

 歳入の４款繰入金において、一般会計から３４９万８,０００円を追加し、財源を調整してお

ります。 

 ５款財産収入は、昨年１０月に募集いたしました町有施設の屋根等を活用した太陽光発電シス

テム運営事業について本年度分の貸付料が確定しましたので、安下庄浄化センター屋根の建物貸

付収入を新規に計上するものでございます。 

 ９４ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款公共下水費１項事務費１目総務管理費において、当初予算編成以降の人事異動に伴う職員

人件費の調整等により、７６万２,０００円を追加計上するものであります。 

 ２項事業費１目の維持管理費において、東和片添及び安下庄処理区における電気機械設備等の

修繕費として１２０万円、平成２６年度分の消費税確定申告及び平成２７年度の中間申告予定納

税額の確定に伴い、１５４万７,０００円をそれぞれ増額計上するものでございます。 

 また、２目公共下水事業費は、久賀・大島地区公共下水道事業において、水道管等移設工事に

かかる委託料と補償金について、３６万円の予算区分の組み換えを行うものであります。 

 以上が、議案第６号平成２７年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の概要で

ございます。 

 次に、議案第７号平成２７年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につ
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いて、補足説明をいたします。 

 ９７ページをお願いいたします。 

 第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算に２６１万４,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を３億３,８４０万７,０００円とするものであります。 

 １０３ページをお願いいたします。 

 歳入の３款繰入金は一般会計からの繰入金２７５万１,０００円を減額し、財源調整をしてお

ります。 

 ４款財産収入は下水道事業特別会計補正予算と同様に、太陽光発電システム運営事業について、

本年度分の貸付料が確定いたしましたので、該当する浄化センター屋根の貸付収入として４万

７,０００円を新規に計上するものでございます。 

 ５款諸収入においては、平成２６年度分の消費税確定申告に伴い、既に納めた中間申告予定納

税額との差額にかかる消費税還付金を新規に計上するものであります。 

 １０４ページをお願いいたします。 

 歳出の１款農業集落排水費１項総務管理費１目総務管理費において、当初予算編成以降の人事

異動に伴う職員人件費の調整等により、１２１万５,０００円を減額するものでございます。 

 ２項、事業費１目維持管理費の需用費について、電気使用料の増加に伴う光熱水費の追加及び

日良居処理区の浜中マンホールポンプの取替修繕費のあわせて１５３万８,０００円を追加計上

し、また公課費において、平成２６年度分の消費税確定申告及び平成２７年度の中間申告予定納

税額の確定に伴い、２９３万７,０００円を減額するものでございます。 

 以上が、議案第７号平成２７年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）の

概要でございます。 

 次に、議案第８号平成２７年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて、補足説明をいたします。 

 １０５ページをお願いいたします。 

 第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算に１０３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

３,６０４万９,０００円とするものであります。 

 １１１ページをお願いいたします。 

 歳入の２款繰入金は、一般会計から１０３万円を繰入れ、財源を調整しております。 

 １１２ページをお願いいたします。 

 歳出の１款漁業集落排水費２項事業費１目維持管理費は、修繕費として浮島浄化センター流量

調整槽ブロアの取替修繕費等で１００万円を、また、停電や機械の故障などによる中央監視装置

の異常発報のため、電話料の増加に伴う通信運搬費として３万円のあわせて維持管理経費に
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１０３万円を追加計上するものでございます。 

 以上が、議案第８号平成２７年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）の

概要でございます。 

 何とぞ、慎重なる御審議のうえ、御議決賜りますようお願い申し上げ補足説明を終わらせてい

ただきます。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  議案第９号平成２７年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第

１号）につきまして補足説明をいたします。 

 補正予算書の１１３ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、第１条により既定の歳入歳出予算の総額から１５万４,０００円を減額し、予

算の総額を９,４７７万７,０００円とするものでございます。 

 その概要につきまして、事項別明細書により御説明をいたします。 

 １１９ページをお願いいたします。 

 歳入につきまして、４款繰入金１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を１５万４,０００円

減額することとしております。 

 １２０ページからは歳出でございます。 

 渡船会計におきましても他の会計と同様に当初予算編成以降の人事異動等による職員人件費の

調整を行なっております。職員人件費以外のものについて申し上げますと、まず１款事業費１項

事務費１目総務費総務一般経理費におきまして、不足が見込まれます消費税６０万円を追加計上

しております。 

 また、１２２ページ、２項事業費３目浮島航路運航費、浮島航路運航経費において、臨時船員

にかかる船員保険料負担金３１万７,０００円を追加計上しております。 

 以上が議案第９号平成２７年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）についての概

要でございます。 

 何とぞ、慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げ補足説明を終わらせてい

ただきます。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑は議案ごとに

行います。 

 議案第２号平成２７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はご

ざいませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  まず、介護納付金１,９２１万４,０００円について質問します。 

 今年度当初予算、国保会計が持つ介護納付金部分についても、引き上げがされたんじゃないか
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というふうに思います。そうした中で、今回、国庫分が国県分ですか、１,２８１万１,０００円

と税部分にかかわる部分が８４０万３,０００円減額ということになっておりますが、実際的に

は私が最初に言うたような、今年度の引き上げに国保会計が持つ介護負担部分、会計が持つ介護

負担部分、これについても引き上げがあったんじゃないんか、まず、その点を聞きます。これが

１点目です。 

 それと、償還金及び割引料でありますが、これも全協のときに説明がされましたが、きちっと

議会としての報告、年度ごとの報告を求めておきたい。これが２点目です。 

 それと、実際的に先ほど部長が言われましたように、資料をもとにということでその他だけで

はなしに、今回の繰入金の内訳等について説明を求めておきたいというふうに思います。 

 国保負担軽減が減額して、その他一般会計が６,０００万円になっておりますから、中身につ

いて報告を求めておきたいというふうに思います。 

 それと療養部分について今回は高額部分が補正されていたと思います。その中で実際的には今

年度一般分の見通しについて、一定の資料があるかどうか聞いておきたいと。資料があれば答弁

を求めておきます。今年度の見通しです。医療費にかかわる見通しについて報告を求めておきた

いというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  松本健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松本 康男君）  広田議員さんから４点御質問をいただきました。 

 まず、１点目の介護納付金の関係でございますが、この介護納付金につきましては、確かに介

護保険料の引き上げがございましたけれども、この算定においては少しちょっと複雑な計算があ

りまして、まず２７年度の概算の納付金を出しまして、それから２５年度、前前年度ですがその

ときの概算の納付金を出してそれから前前年度の確定の納付金を引いて、それに調整金額を足し

て先ほどありました２７年度の概算納付金から引いたものが納付金額になると。 

 さらに、２７年度の概算納付金につきましては、これは社会保険診療報酬支払基金のほうから、

例えば２７年度の２号被保険者の数の伸び率という数字がきますので、それをかけて２７年度の

２号被保険者の平均といいますか、これに金額をかけたのが２７年度の概算納付金ということで、

いずれにしても町のほうで見積もってやるのではなくて、支払い基金のほうから来た数値をもと

にして、納付額を決定しております。これについては、支払い基金のほうもあくまで推計だから

確定というわけではないからということはありますので、その点でこういった減額という形にな

ったかなというふうには思っております。 

 当然、それに伴いまして入りの方の療養給付費の負担金の介護分も減額ということになってき

ておるものでございます。それから、償還金の年度別ということでございました。これにつきま
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しては、返還金いわゆる会計検査の指摘による返還ということでございますが、まず指摘があり

ましたのは、２２年度から２５年度の金額でございます。 

 ２２年度の特別調整交付金でございますが、２,１１７万５,０００円。それから、２３年度が

１,８８８万６,０００円、それから２４年度が６２８万７,０００円、２５年度が４４１万

５,０００円、計は５,０７６万３,０００円となりますが、２６年度については指摘はございま

せんでしたけれども、同じ形で算定をしておりましたので、自主算定という形で計算をしました

のが１８２万３,０００円、これについては自主返還と予定をしております。合わせて５,２５８万

６,０００円、これに加えますことが療養給付費の負担金、これについては２４年度の療養給付

費の負担金が指摘を受けておりまして、これにつきましては返還予定額が１９１万３,０２７円

ということで、合計いたしますと５,４４９万９,０２７円ということで５,４５０万円計上させ

ていただいております。 

 それから繰入金の内訳ということでございますが、５２ページのところのその他一般会計繰入

金合わせて５,５６１万５,０００円になろうかと思います。これが今申し上げた主なところが償

還金、返還金に充てるところが５,４５０万円、それから残りが１１１万５,０００円ということ

になりますが、これにつきましては、繰入金のところでプラス、マイナスがございますが、支出

を合わせますと、やはり財源不足ということで相対的なところが財源不足ということで１１１万

５,０００円を充てるということにしております。 

 それから、療養給付費の一般分の見通しということでございます。これにつきましては、高額

療養費とともに一般分につきましても、上半期の伸び率でもってある程度推計をするわけでござ

いますけれども、現在、上半期の伸び率が約１.０７８ぐらいで推移しております。これを今後

推移していくということであれば、現在の予算から約見通しではございますが４,０００万円強

ほど不足かなということでございます。これにつきましては、この一般分の請求につきましては、

２月遅れで請求が来まして最終が２月分の請求ということで４月になります。 

 ４月ということになれば、もし、不足が生じた場合には３月補正でまたお願いをさせていただ

ければというふうにも考えております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。ないようでありますので、質疑を終結し

ます。議案第３号平成２７年度周防大島町……。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  あっ、いいですか。 

○議長（荒川 政義君）  質疑。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  たいしたことじゃありませんけど……。 

○議長（荒川 政義君）  吉田議員。 
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○議員（１１番 吉田 芳春君）  ５,０００万円の返還に対する利子額等が発生しておりますが、

幾らになっておりますか。利子額は無いんですかね。返還金ですよね。 

○議長（荒川 政義君）  松本健康福祉部長。 

○健康福祉部長（松本 康男君）  先ほど申し上げました金額が全てでございまして、特に含んで

おりません。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第３号平成２７年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）、質疑は

ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第４号平成２７年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はござい

ませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  １つは、今回、当然工事の上乗せが入っちょるんじゃないかと思

います。工事の上乗せ、工事。実際的には２,９３０万４,０００円という上乗せ、それで補足説

明資料では下水道事業のための。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員、介護保険事業よ。 

○議員（４番 広田 清晴君）  疲れちょるんじゃ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第５号平成２７年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はござい

ませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  ごめんなさい。ページをめくるんが大変な状況で、工事でありま

すが、実際的にはあとから出てくる部分、計画変更が追加になりますか、過疎計の計画変更が出

てくるところだろうというふうな予測ですが、それでよいのかどうなのか含めて、工事概要報告

を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  佐川環境生活部長。 

○環境生活部長（佐川 浩二君）  広田議員さんのおっしゃるとおり、後ほど議案第２１号の過疎

の変更で計上しておりますけども、その部分が今回の工事の変更の部分と、追加部分ということ

でございます。内容につきましては、久賀地区では１００ミリの管径を１７２メートルの移設を

考えております。これは久賀地区の宗光地区のほうでございます。それと、椋野地区で７５ミリ
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の１０メートルの移設、これは椋野の西ケ原地区ということになっております。それと三蒲地区

で７５ミリを約３０メートル、これは場所的には明神松西の辺りということでございます。それ

から三蒲地区でもう１つ仕切弁の設置、これは５カ所ほど設置予定をしております。これにつき

ましては、水道移設する場合になるべく断水区域を少なくするということでございますので、そ

のための仕切弁の設置を考えております。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので質疑を終結します。 

 議案第６号平成２７年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はございま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第７号平成２７年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第８号平成２７年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第９号平成２７年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で、議案第２号平成２７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）か

ら、議案第９号平成２７年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）までの質疑を終了

いたします。 

 討論、採決は最終日といたします。 

 暫時休憩します。１時までです。 

午前11時55分休憩 

……………………………………………………………………………… 
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午後１時00分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議案第１０号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１６、議案第１０号字の区域の変更についてを議題とします。補

足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第１０号字の区域の変更について補足説明をいたしま

す。 

 県営久賀地区耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業畑能庄換地区における土地の字の区域変

更について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条第１項の規定に基づき、議会の

議決を求めるものであります。 

 何とぞ、慎重なる御審議の上、御議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１０号字の区域の変更について、原案のとおり決

することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第１１号 

日程第１８．議案第１２号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１７、議案第１１号周防大島町行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定についてと、

日程第１８、議案第１２号周防大島町いじめ問題対策に関する連絡協議会及び委員会設置条例の

制定についての２議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  議案第１１号及び議案第１２号につきましては、一括して補足説明を
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いたします。 

 まず、議案第１１号周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定についてであります。 

 今回の条例案は、平成２８年１月１日に、行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律、いわゆるマイナンバー法が施行されることに伴い、個人番号の利用に関

して条例を制定するものであります。 

 マイナンバー法第９条第２項において、地方公共団体の長は社会保障・税・防災に関する事務

であって、条例で定めるものの処理に関し、地方公共団体等が保有するマイナンバーを内容に含

んだ個人情報である特定個人情報を効率的に検索・管理するために、必要な限度において個人番

号を利用することができる旨が規定されております。 

 また、マイナンバー法に定められた法定利用事務については、情報提供ネットワークシステム

を通じた他機関との情報連携のほか、庁内──これは庁舎内でありますが、庁内での情報連携も

必然的に行われることが想定され、庁内での情報連携を行う場合についても、マイナンバー法第

９条第２項に基づく条例を制定し、個人番号の利用ができる事務の範囲や利用する特定個人情報

の内容を定めなければなりません。 

 本町においても、マイナンバー法第９条第２項の規定により、個人番号を利用することで事務

処理の効率化や手続の利便性が向上すると判断される事務を、これを独自利用事務とし、庁内で

の情報連携を行う独自事務や法定利用事務の範囲及び利用する特定個人情報の内容について本条

例で規定するものであります。 

 それでは、本条例案の内容につきまして御説明をいたします。 

 第１条は、趣旨を定めており、マイナンバー法第９条第２項に基づく個人番号の利用に関し必

要な事項を定めることを明らかにし、第２条は、用語の定義であります。第３条は、個人番号の

利用及び特定個人情報の提供についての運用に際し、町としての責務について規定をしておりま

す。 

 第４条第１項は、町が行う独自利用事務の範囲を規定しております。また、第２項及び第３項

において、庁内での情報連携を行う独自利用事務や法定利用事務の範囲及び利用する特定個人情

報の内容を、それぞれ規定しております。 

 第４項では、他の条例等により書面の提出が義務づけられている情報と同一の情報が、第２項

及び第３項の規定により、庁内連携によって利用が可能である場合には、申請者は書面を提出す

る必要はなく、個人番号の利用によって、行政手続における添付書類が省略できる旨の規定とな

っております。 

 なお、附則として、条例の施行日を平成２８年１月１日からとしております。 
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 次に、議案第１２号周防大島町いじめ問題対策に関する連絡協議会及び委員会設置条例の制定

についてであります。 

 平成２５年法律第７１号いじめ防止対策推進法が制定され、いじめの防止、いじめの早期発見、

いじめの重大事態への適切かつ迅速な対応を目的として、地方公共団体は、いじめ対策に係る協

議会及び委員会を設置できることが明記されました。 

 本案は、本町においてもいじめは絶対にあってはならない、絶対に許されないという理念のも

と、いじめ対策に係る組織の設置について必要な事項を定めたものであります。 

 第２条から第４条において、周防大島町いじめ問題対策連絡協議会を設置することを規定して

おります。 

 いじめ問題の対策において重要なことは、いじめの未然防止、いじめの早期発見であると考え

ております。いじめの背景や原因は、教育問題に限らずさまざまな要因があります。そのため、

いじめ問題は複雑・多様化しております。したがって、いじめ問題の対策については、社会総が

かりで講じていくことが大切です。 

 したがって、さまざまな立場の人や専門家、関係機関や団体の連携を強化し、いじめの未然防

止、早期発見に努め、いじめ根絶に向けて協議することが効果的です。このようなことから、本

町においても協議会を設置し、関係機関の連携した取り組みが必要であると考えております。 

 しかしながら、いじめはどこでも起こる可能性はあります。本町においても、万が一いじめの

重大事態が発生した場合、的確かつ迅速な対応を実施する必要があります。 

 第５条から第８条では、専門的な知識を有する者及び経験を有する者からなる周防大島町いじ

め問題調査委員会を設置することを規定し、いじめの重大事態が発生した場合の対処を的確かつ

迅速に実施するための調査を行わせることを想定しております。 

 調査結果は、町長へ報告するこことしております。 

 第９条から第１２条は、報告を受けた町長が、必要と認めたとき、再調査、検証を行うための

組織、周防大島町いじめ調査検証委員会の設置について規定しております。 

 協議会、各委員会の必要な事項については、それぞれ運営規則を定めることとしています。 

 なお、本年１１月２７日に開催した教育委員会会議において同意をいただいております。また、

協議委員及び各委員の報償費等が来年度の予算によることを予定していることや、協議委員及び

各委員の人選を考慮し、本条例の施行日を平成２８年４月１日としております。 

 最後に、いじめの問題は日本国憲法が定める基本的人権の享有と本質において重大な問題があ

ることを認識し、未然防止、早期発見に努めるとともに、万が一いじめの重大事態が発生した場

合も、的確、迅速に対処しなければならないと考えております。 

 本案成立後、いじめ防止対策について取り組みの充実を図り、全ての児童生徒が安心して学べ
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る教育環境づくりに努力してまいりたいと考えております。 

 以上が、議案第１１号及び議案第１２号の補足説明であります。何とぞ慎重なる御審議の上、

御議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 議案第１１号周防大島町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について、質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  国がこういった法律をつくって、基本を、それに合うような条例

をつくりなさいというのが、この今回の提案の内容ということを見ておりますが、一つの流れと

して、今、全国的にも言われておるのが、１月出発ということでいろいろ言いよりますが、実際

的に可能と見とるのかどうなのか。一つの指標として、いわゆる今、個人ナンバーが配布されて、

実際的には郵便局に１週間ストックして、それで、町に返ってくるということなんですが、周防

大島町において実態はどういうふうな実態なのかということが一つです、条例設置について。 

 それと、もう一つは、地方自治体によっては既に詐欺被害、条例が執行、いわゆる出発する前

から詐欺行為が全国的に広がっていると。それで、地方自治体においては、詐欺被害をなくそう

ということで、通知をしたりやりよるが、周防大島町としては、今日までどういう取り扱いをし

てきたのか、どうなのか。具体的な取り扱いをしておれば、聞いておきたいというふうに思いま

す。 

 それと、条例が発効して、１月から出発と言いますが、今回の要綱では、いわゆる町長がやる

事務の中でずっと触れられております家賃、そのほか、ずっとです。これはいつから出発、具体

的にいつから個人番号を書かなきゃいけなくなるのか。実質的な取り扱いの中で、それは差が出

てくると思うんです。それについて、報告を求めておきたいというのがその要件であります。 

 実際的には、かなり混乱が起きる。例えば、私らのように、つい最近受け取った者は、写真を

つけなさいとかいうて言われても、写真をまだ買いに行ってないと。そういう場合には、通常な

ら、その通知された番号を記憶しておれば書けるんじゃないかなというふうに思うんですが、実

際的な取り扱いはどうなるのかということなんです。 

 ほじゃけ、まだ写真入りのいわゆる証明書、これがない場合の取り扱いです。まだ実際的には

１月からできるかどうかは私もわかりませんが、実際的にはその番号を記載することが、個人ナ

ンバーの張りつけのところに括弧欄があって、その中へ数字番号、これを書くようなシステムだ

ったら、実際的には混乱がまたいろいろ、分からんとか窓口でなるという格好で、非常にまだ住

民の皆さんに周知されていないというのが実態なんですが、その辺の取り扱いについて、きょう

付託されて１週間後に仮に採択されたとしても、住民の側はほとんどニュースがない。そうする

と、国がきちっとニュースを流してくるのかどうかを含めて答弁を求めておきたいというふうに
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思います。 

 以上、マイナンバーについて付託されますので、答弁を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  通知カードの返納といいますか、配達の状況については、後ほど実

態を総務課長のほうから数字は御報告させていただきたいと思いますが、まず、この条例の施行

日１月１日ということで、基本的には１月１日から、この部分についてこのマイナンバー法が施

行されるということでございますので、それにあわせて今回条例の制定の議案を提出さしていた

だいているところですけども、まず、その前に、詐欺被害の御質問がございました。そういった

周知につきましても、当然広報等を通じてやっていく必要があると思っておりますし、先般来も、

防災行政無線で、これは別件ですけれども、そういったいろんな職員を名乗って個人情報を聞き

出そうとしたというような事案も発生しております。 

 そういった、こちらに通知があれば、即その日に直ちに防災行政無線で放送をして、皆さんに

も周知をしておると、注意してくださいといったような周知はしておりますし、今後もそういっ

たことが仮に起これば、その都度対応していきたいというふうに考えております。 

 それから、いろんな窓口での取り扱い、いつからかというようなことですけども、それは個別

のここに掲げております事務、これ以外にも国のほうで定められた事務もございますけども、そ

れは個別のそれぞれでいつから開始というのは、対応が決まってくることと思っております。 

 そういった中で、本人確認等々の窓口での混乱があるんじゃないかというような御心配もあろ

うかと思います。今月の広報でも、そういった通知カードは仮に役場で手続をされる場合は、必

ずそれを持参してくださいというようなお願いも、広報に掲載する予定にしております。 

 あるいはまた、今あった個人番号カード、写真入りのカードです。これがまだできるのに手間

がかかるんじゃないかといったことで、本人確認、そういったことで、例えば免許証なり、それ

から、例えば健康保険証と、もう一点何か本人が証明できるものとか、そういったいろんな取り

扱い、運用は、個別の事務によって変わってきますので、そこらあたりは、今後、丁寧に住民の

皆さんに周知をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（荒川 政義君）  佐々木総務課長。 

○総務課長（佐々木義光君）  それでは、広田議員さん御質問の実態についてお答えいたします。 

 先ほど議員さんおっしゃたように、通知カードにつきましては、住民票の住所地に世帯単位で

まとめて簡易書留で郵送されます。その配達時に不在の場合は、不在連絡票が投函され、郵便局

での保管は７日間でございます。それを過ぎますと、郵便局から町のほうへ返戻されます。 

 その実態につきまして、１２月４日現在の数字でございますが、返戻された封書につきまして

は、１,０５４通でございます。うち、１１９通につきましては転居等お問い合わせがございま
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して、窓口でお渡ししているのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  法律ができて、施行のための条例ができる前から詐欺行為が始ま

るというのは、危惧しておった内容です。今までも議会で述べております。 

 それで、私は実際的な中身として、仮に悪い法律であっても、実際的な混乱を少なくするため

に、どうするんかというのが大事なとこだというふうに考えております。 

 例えば、今まで、そういういわゆるカードも要らなかった中身で、カードを示さんにゃいけん

という部分が大分ふえてくるというふうに考えます。今までは、申請するのにそういった番号は

全然必要なかったんじゃが、今度は公式に要りますという法律ができて、それで番号を周知させ

る。 

 それでまた、国の法律の中身でないが、最初は、いわゆる要望、本人の判断でということです

が、実際的には預貯金等について、いわゆる個人番号で検索できるというような格好まで、法律

ができる前に変えたような中身もいっぱいあります。そういうふうな部分を１月いつから施行す

るというのは、実際的には不可能じゃないかという立場でありますが、町長の方は実際的にどう

いうふうに、今回の提案ですが、国が提案してきて条例をつくりなさいと言うから、条例を今提

起しちょるというふうに思うんですが、実際的にはどういう認識を持っちょるんかだけ聞いちょ

きたいというふうに思います。答弁をよろしく。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  今回の条例制定につきまして、確かに国が法律ができまして、で、

まず、法律の中でどういった事務がこのマイナンバーを使ってできますよという規定がございま

す。 

 それに加えて、町として独自に、ここにありますように、住宅の関係の管理に関する事務等々、

あるいは家賃の減免等、で、こういった事務をマイナンバーを使ってやりますよという部分を今

回条例で提出をさしていただいているんですが、まず、その金融機関の預貯金の状況まで、これ

はまだ先の先といいますか、まだ法律の規定に至っていないという状況でございます。 

 そういった中で、町の考え方ですけれども、マイナンバーによって、例えば今回条例に上げて

おります、今申し上げました住宅の管理、あるいは、家賃減免等々については、この個人番号を

きちっと書いていただくことによって、先ほど補足説明でもありましたように、税の関係の添付

書類等々が必要なくなると。要するに、手続も簡素化されると、そういった面で、住民の皆さん

方がそういった手続が簡素化されて、面倒な手続と言ったら言葉があれですけれども、そういっ

た手続も簡素化される。そういった面を踏まえまして、町が独自にできる事務も条例で定めさし
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ていただいて、マイナンバーを活用しようという考え方での条例制定ということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  ぜひ委員会のほうで積極的な議論していただきたいというのを前

提で、今、聞いておっても、結局、そのナンバーがあれば、例えば町税の状況とか、そういうな

んがみんなわかりますよと。 

 ただ、今度は、町と住民の関係以外でも、これの中に入れちょるような源泉とか、いろいろな

関係が出てくるんじゃないかという気が、私だけか知りませんが、源泉との関係が出てきたり、

実際的には、いろいろな問題が生じてくるという条例じゃというふうに考えております。 

 よく委員会での説明を求めて、質疑を終わります。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようですので、質疑を終結します。 

 議案第１２号周防大島町いじめ問題対策に関する連絡協議会及び委員会設置条例の制定につい

て、質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  実は、きょうも不幸に、高校１年生が自殺したというのがテレビ

でやっておりました。非常に不幸なことでした。 

 そして、中身としては、いじめに入るんじゃないかという、カンニングをしたか、せんかとか

いう言われた方をして、教室から運動場のほうに飛び込んだと。本当に不幸な状況ができており

ます。 

 そして、国のほうも、２年前ですか、わかっとったら教えてほしいんですが、実際的には、い

じめ防止、各町で、それなりの条例設置ということで、柳井市においては、ことしの３月と言い

ましたか、設置したというのを聞きました。それで、周防大島町の場合は、今ということであり

ます。 

 教育委員会のほうに聞いちょきますが、こういう組織形態をつくったとしても、問題ができる

のが、その前なんです。実際的にいじめの状況をどうつかんでいくか、子供がおり場がないとい

う状況をいかにつかむかというのが大事な課題というふうに私は考えておりますし、先ほど補足

説明で言われた憲法にかかわる部分で、大事な課題と。そこをどういうふうに位置づけて、こう

した流れに行くのかというのが、実態がちょっとつかみにくい。実際的には、今、仮に機関をつ

くったとしても、そこにきちっと子どもの状態に光を当てて、そのことを判断することが非常に

大事じゃないかなということがありますが、総体的に学校教育の場でいじめがありますか、あり

ませんという格好であって、実際的には、ああ、いじめ問題があったんだという結果で流れる。
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きょうも大体そういうふうな報道でした。 

 それで、実際そこをどういうふうに強めて、教育委員会としてどういうふうにタッチしていく

のか、そして、その中でこういう機関にどうやっていくのかという部分です。それを、思いをち

ょっと聞いておきたいなというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  西川教育長。 

○教育長（西川 敏之君）  失礼します。今回出している条例というのは、大津の事件が大きなき

っかけだと思うんですが、教育委員会が何か隠しているんじゃないか、ちゃんとやっているのか

という意味で、第三者機関が見るというような形の法案だろうと思います。 

 今、広田議員さんがおっしゃったように、どうやって日々つかむか。例えば、毎週アンケート

とかとっています。それから、子供たちもそんな多くありませんので、日々の観察とか、様子と

かは見とったりします。 

 それから、学校によって１週間単位とか、ちょっと１０日とかあるんですけど、情報交換会と

いって、子供たちの様子はどうだろうかというようなのは言います。そしてまた、臨床心理士の

方とか、ソーシャルワーカーとかにお願いして、いろんな状況かを専門家の方の御意見もいただ

きながらやっているところです。 

 きょう提案したのは、いろんな問題が起きてからの対応なんで、おっしゃるように、事前の対

応が必要だとは思っています。 

 きょう、今、学校教育課長も来てますので、少し課長のほうにも補足させていただきますが、

よろしいでしょうか。 

○議長（荒川 政義君）  平原学校教育課長。 

○学校教育課長（平原 俊一君）  失礼します。先ほどの教育長の答弁のつけ加えをさせていただ

きます。 

 具体的にいじめの早期発見、防止に向けて、小中学校におきましては、毎週１回アンケートを

とっております。例えば、小学校の場合には「あなたは友達のことで困っていませんか」とか、

「あなたの周りで困っている友達はいませんか」、中学年・高学年では「学校でいやな思いをし

ていませんか」等のアンケートをとって、早期防止ということで対応しているところでございま

す。 

 以上、補足でございました。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  条例設置そのものは否定はしませんが、やっぱりその前の段階が

きちっと捉えられておくことが大事で、いじめというのは、ある意味、本当、人権問題を大切に

する学校の施策の大きな一つだというふうに位置づけちょかんと、なかなかこの問題は解決しな
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い。 

 よく、子供たちが直接、間接言われるのが、もうアンケートをしたら、それで誰が書いたかち

ゅうのが、いわゆるいじめる側にすぐわかってしまう。いじめられる側は、そういう不安です。

それで、一時期はとまったが、また再発しとったというのが、本当結構あるはずですからね。今

まで、教育長のほうは、今までないよという大体の答弁でしたが、やっぱりきちっと対応する必

要があるのが、現在の学校教育の基本だというふうに考えておりますので、ぜひ引き続き議論を

お願いしておきたいと。付託されますので、引き続き議論をお願いしたいというふうに思います

ので、よろしくお願いいたします。あとは一般質問の通告がある。 

 終わります。 

○議長（荒川 政義君）  中本議員。 

○議員（６番 中本 博明君）  広田議員と何ぼか重なると思いますが、教育長さんに１点だけお

願いします。 

 いじめが起きた後じゃ遅いんで、その前につかむというか、─────────────── 

───────────────────────────────────────────

──────────────────、いじめが起きる前を…… 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午後１時31分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時31分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

○議員（６番 中本 博明君）  ───────────────────────────── 

──────────────じゃから、そこのところをいじめられる前に把握して、いじめら

れんようにしてやるというのをひとつ考えて、難しいと思うんですが、やってみてください。お

願いします。 

○議長（荒川 政義君）  要望ですか、これは。（「要望です」と呼ぶ者あり）要望か。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。質疑が終結しましたので、議案第１１号から議案第１２号までの２議案を、所

管の総務文教常任委員会へ付託することにしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  異議なしと認めます。よって、議案第１１号と議案第１２号の２議案を、
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所管の総務文教常任委員会へ付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第１３号 

日程第２０．議案第１４号 

日程第２１．議案第１５号 

日程第２２．議案第１６号 

日程第２３．議案第１７号 

日程第２４．議案第１８号 

日程第２５．議案第１９号 

○議長（荒川 政義君）  日程第１９、議案第１３号周防大島町印鑑条例等の一部改正についてか

ら、日程第２５、議案第１９号周防大島町ちびっ子医療費助成事業基金条例の一部改正について

までの７議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第１３号から議案第１９号につきましては、一括して

補足説明をさせていただきます。 

 まず、議案第１３号周防大島町印鑑条例等の一部改正についてであります。 

 平成２４年７月９日に、外国人住民の利便の増進及び市区町村等の行政の合理化を図るため、

住民基本台帳法の一部を改正する法律が施行され、外国人登録法が廃止されたことに伴い、外国

人住民についても住民基本台帳法が適用対象となりました。 

 この改正により、外国人登録証明書は在留カード等に変更し、外国人登録原票が閉鎖されたこ

とに伴い、外国人も日本人と同じく、住民基本台帳に記載されることになりました。 

 それでは、改正の要点を御説明申し上げます。 

 第１条の周防大島町印鑑条例の一部改正につきましては、外国人登録に係る定めを削り、外国

人住民の印鑑登録についても、住民基本台帳の記録内容に基づき行うことから、その登録する印

鑑の表記等について明確化するほか、所要の改正を行っております。 

 あわせて、第２条、第３条及び第４条として、関連する周防大島町公共下水道設置及び管理条

例、周防大島町農業集落排水処理施設設置及び管理条例、周防大島町漁業集落排水処理施設設置

及び管理条例についても、排水設備指定工事店の指定や責任技術者の登録の申請における添付書

類から、外国人登録証明書を削る改正を行っております。 

 なお、附則として、公布の日から施行することとしております。 

 次に、議案第１４号周防大島町税条例の一部改正についてであります。 

 本議案は、地方税法等の一部を改正する法律（平成２７年法律第２号）、地方税法施行令の一
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部を改正する政令（平成２７年政令第１６１号）及び地方税法施行規則の一部を改正する省令

（平成２７年総務省令第３８号）が、平成２７年３月３１日にそれぞれ公布され、一部を除いて

平成２８年１月１日以降に施行されることに伴い、周防大島町税条例の一部改正をするものであ

ります。 

 主な改正点でありますが、１点目といたしまして、平成２７年度税制改正において、地方税の

猶予制度については、納税者の負担の軽減を図るとともに、早期かつ的確な納税の履行を確保す

る観点から、納税者の申請に基づく換価の猶予制度の創設など、国税の昨年度の改正を踏まえた

所要の見直しが行われ、その際、地方分権を推進する観点や、地方税に関する地域の実情がさま

ざまであることを踏まえ、換価の猶予に係る申請期限など、一定の事項については、各地域の実

情等に応じて条例で定めることができる仕組みとされたことにより改正するもので、基本的には、

国税徴収法の例に準拠する内容で規定をしております。 

 ２点目といたしまして、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律（平成２５年法律第２７号）、いわゆるマイナンバー法が平成２５年５月３１日に公布され、

一部を除いて平成２８年１月１日に施行されることに伴い、申請書等の記載事項に個人番号また

は法人番号を追加する改正を行うものであります。 

 それでは、改正内容につきまして、新旧対照表により順次御説明をさせていただきます。 

 ４５ページをお願いいたします。上段になりますが、条例第８条から、４９ページ、下段、条

例第１３条までにつきましては、法律に条令委任事項が設けられたことに伴い、徴収の猶予及び

換価の猶予の規定を新たに定めるものであります。 

 まず、４５ページ上段、条例第８条、徴収猶予に係る町の徴収金の分割納付または分割納入の

方法についてでありますが、徴収の猶予をする場合──その徴収の猶予をした期間の延長を含み

ますが、その場合における当該徴収の猶予に係る町の徴収金を分割して納付し、または、納入す

る方法について定めております。 

 ４６ページの中段になりますが、条例第９条、徴収猶予の申請手続等についてでありますが、

第１項及び第２項については、地方税法第１５条第１項の規定によるもの、第３項及び第４項に

ついては、地方税法第１５条第２項による徴収の猶予を申請する場合の申請書記載事項及び添付

書類について定めており、第５項では、徴収の猶予期間の延長を申請する場合の申請書記載事項

及び添付書類について定めております。 

 また、第６項では、災害等による徴収の猶予をする場合で、添付書類の提出が免除される場合

であっても、提出が義務づけられる書類について定め、第７項では徴収の猶予または徴収の猶予

期間の延長に係る申請書または添付書類の記載に不備がある場合で、これらの書類の訂正を求め

る通知を受けた場合の訂正期限について定めております。 
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 ４７ページ、下段になります。条例第１０条第１項、徴収猶予の取り消しについてであります

が、これは、徴収の猶予の取り消し事由に、新たに徴収の猶予に係る町の徴収金以外に、当該町

に係る町の徴収金を滞納した場合に含まれる、新たに当該町の債権に係る債務が不履行となった

場合の当該債権について定めております。 

 ４７ページ、下段になります。条例第１１条、職権による換価の猶予の手続等についてであり

ますが、第１項では、地方税法第１５条第３項及び第５項による分割納付・納入方法を準用する

ことを定め、第３項では、職権による換価の猶予をする場合──これは職権による換価の猶予を

延長する場合を含みますが、その場合に、町の必要に応じて提供を求めることができる書類につ

いて定めております。 

 また、第４項では、地方税法第１５条の３第１項による取り消し事由を準用することを定めて

おります。 

 ４８ページ、中段になります。条例第１２条、申請による換価の猶予の申請手続き等について

でありますが、第１項では、町の徴収金の納期限から換価の猶予を申請する期限について定め、

第２項では、申請による換価の猶予の不許可事由に、新たに徴収の猶予に係る町の徴収金以外に、

当該町に係る町の徴収金を滞納した場合に含まれる、新たに当該町の債権に係る債務が不履行と

なった場合の当該債権について定め、第３項では、地方税法第１５条第３項及び第５項による分

割納付・納入方法を準用することを定め、第４項、第５項では、申請による換価の猶予を申請す

る場合の申請書記載事項及び添付書類について定め、第６項及び第７項では、申請による換価の

猶予の延長を申請する場合の申請書記載事項及び添付書類について定めております。 

 また、第８項では、地方税法第１５条の２第８項の訂正期限を定め、第９項では、地方税法第

１５条の３第１項の取り消し事由を準用することを定めております。 

 ４９ページの下段になります。条例第１３条第１項、担保を徴する必要がない場合についてで

ありますが、担保の徴収を不要とする基準について、猶予に係る金額、期間、その他の事情を勘

案して定めております。 

 ５０ページの上段になります。条例第２３条第２項町民税の納税義務者等についてであります

が、これは、法律改正に合わせた改正で、法人町民税における恒久的施設に係る規定を、法人事

業税と同様に書きおろす形式にするものであります。 

 ５０ページの中段になります。条例第３３条所得割の課税標準についてでありますが、これも

法律改正に合わせた改正で、所得税における国外転出時課税の創設に伴い、個人住民税所得割の

課税標準の計算において、当該譲渡所得については、所得税法の計算によらないものとするもの

であります。 

 ５０ページの下段になります。条例第３６条の２、町民税の申告についてでありますが、これ
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は規定の整備によるもので、法人番号の規定を整備するものであります。 

 ５１ページの上段になります。条例第３６条の３の３、個人の町民税に係る公的年金等受給者

の扶養親族申告書についてでありますが、これは法律改正に合わせた改正で、項ずれの整備をす

るものであります。 

 ５１ページの中段になります。条例第５１条、町民税の減免についてでありますが、これはマ

イナンバー法の規定の整備で個人番号または法人番号等の規定の整備をするものであります。 

 ５１ページ、下段になります。条例第５６条についてでありますが、これは独立行政法人労働

者健康福祉機構法（平成１４年法律第１７１号）の一部改正に伴い、「独立行政法人労働者健康

福祉機構」を「独立行政法人労働者健康安全機構」に改めるものであります。 

 ５２ページの中段になります。条例第６３条の２、施行規則第１５条の３第２項の規定による

補正方法の申し出から、５６ページの下段になりますが、条例第１４９条、入湯税に係る特別徴

収義務者の経営申告の特例についてでありますが、これはマイナンバー法の規定の整備で個人番

号または法人番号等の規定の整備をするものであります。 

 ５７ページ、上段になります。附則第４条、納期限の延長に係る延滞金の特例についてであり

ますが、これは法律改正に合わせた改正で、条ずれの措置であります。 

 ５８ページ、上段になります。附則第１０条の３、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規

定の適用を受けようとする者がすべき申告についてでありますが、これはマイナンバー法の規定

の整備で、個人番号または法人番号等の規定の整備をするものであります。 

 ６０ページの中段になります。附則第１６条２、たばこ税の税率の特例についてでありますが、

これは法律改正に合わせた改正で、旧３級品の紙巻たばこに係るたばこ税の特例税率の廃止をす

るものであります。なお、激変緩和の観点から、平成２８年４月１日から平成３１年４月１日ま

でに、４段階的で税率を引き上げる経過措置を講じることとしております。 

 ６０ページの下段になります。附則第２２条、東日本大震災に係る固定資産税の特例の適用を

受けようとする者がすべき申告等についてでありますが、これはマイナンバー法の規定の整備で

個人番号または法人番号等の規定の整備をするものであります。 

 続いて、議案第１５号周防大島町国民健康保険税条例の一部改正についてであります。 

 本議案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成

２５年法律第２７号）が平成２５年５月３１日に公布され、一部を除いて平成２８年１月１日に

施行されること等に伴い、周防大島町国民健康保険税条例の一部を改正するものであります。 

 このたびの主な改正点でありますが、１点目といたしまして、町民税等の減免の申請期限につ

きましては、各市町村の実情に応じて規定することが明確化されたことに伴い、所要の規定の整

備をしたことから、国民健康保険税においても同様の規定を定めているため、整合性を図るため
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改正を行うものであります。 

 ２点目といたしまして、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律（平成２５年法律第２７号）、いわゆるマイナンバー法の施行に伴い、国民健康保険税の減

免申請書の記載事項に個人番号を加える改正を行うものであります。 

 それでは、改正内容につきまして、新旧対照表によりまして御説明をさせていただきます。 

 ６４ページの上段になります。条例第２５条、国民健康保険税の減免についてでありますが、

第２項中、現行の「納期限前７日」を、「納期限まで」に改め、同項第１号中の減免申請書の記

載事項を定める規定に個人番号を加える改正をするものであります。 

 続きまして、議案第１６号周防大島町介護保険条例の一部改正についてであります。 

 今回の改正は、いわゆるマイナンバー法に対応するため、周防大島町介護保険条例の一部を改

正しようとするものであります。 

 それでは、６６ページの新旧対照表に基づきまして御説明をいたします。 

 第１０条は、保険料の徴収猶予を規定したものであり、第２項第１号において、徴収猶予を必

要とする理由を証明すべき書類に、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律第２条第５項に規定する個人番号を加えるものであります。 

 第１１条は、保険料の減免を規定したものであり、第２項第１号において、減免を受けようと

する理由を証明する書類に個人番号を加えるものであります。 

 なお、附則において、この条例は平成２８年１月１日から施行するものとしております。 

 続きまして、議案第１７号周防大島町簡易水道事業給水条例の一部改正についてであります。 

 本案は、お盆や年末年始に実家に帰省する町外居住者から、帰るたびに開閉栓手数料がかかる

のでは、帰省しにくいとの要望を受け、開閉栓手数料を廃止するために、周防大島町簡易水道事

業給水条例の一部を改正し、地方自治法第９６条第１項第１号の規定に基づき、本議会の議決を

求めるものでございます。 

 水道メーターの設置・撤去に見合う手数料として、平成１６年１０月の合併時に１件当たり

１,２００円で創設し、平成１９年４月から１,８００円、平成２２年から２,０００円に改正を

行ったところでございます。 

 しかしながら、上記要望を受け、県内他市町の状況を調べたところ、本町と上関町のみが開閉

栓手数料をいただいていることが判明いたしました。県内他市町との均衡を図ることと、帰りや

すい周防大島町を目指すため、今回、手数料を廃止しようとするものであります。 

 続いて、議案第１８号周防大島町林野条例の一部改正についてであります。 

 公益財団法人やまぐち農林振興公社が行っている分収造林事業は、国策により──これはです

ね戦後の大量伐採による森林の荒廃と木材の安定供給等を図るものでございますが、国、県、市



- 54 - 

町、林業関係者が一体となって事業を推進してきたものでありまして、森林所有者による森林整

備が進みにくい奥地を中心に、森林所有者と分収造林契約を締結することにより、公社が植栽及

び保育を行い、その間の資金を日本政策金融公庫及び県からの借入金や補助金で賄い、伐採時の

立木収入を公社と土地所有者で分収するものであります。 

 分収造林事業は、木材価格の長期低迷、人件費の高騰による造林経費の増大により、長期収支

が悪化し、事業が完了する平成８１年度までに５２８億円の債務超過が発生することから、この

ままでは事業の継続が困難なため、公社は抜本的な経営改善を行うこととしました。 

 経営改善計画は、公社みずからが施業方法の見直し、補助金の最大限の活用、人件費の削減等

により２１８億円を改善し、県は、貸付金利息の債権放棄や、伐採収入の見込まれない分収林に

対する償還補助の実施等により２８１億円を支援し、土地所有者である本町に対しても、県及び

公社から、分収割合の見直しについて協力依頼がありました。 

 本町といたしましても、これらの状況を踏まえ慎重に検討してまいりましたが、分収造林事業

を継続し、森林の公益的機能の維持、森林資源の有効活用による地域の活性化に資するため、公

社の経営改善への協力はやむを得ないと判断し、第１０条に定める造林者の分収割合を「１０分

の６以内」から、「１０分の７以内」に変更しようとするものでございます。 

 公社の試算によると、分収割合を見直し事業継続を行った場合の本町の分収額は２,３６８万

円となり、見直しの影響額は７８９万円であります。 

 なお、この条例は平成２８年１月１日から施行しようとするものでございます。 

 最後に、議案第１９号周防大島町ちびっ子医療費助成事業基金条例の一部改正についてであり

ます。 

 ちびっ子医療費助成事業基金につきましては、平成１９年度に、少子化が進行する本町におい

て、子供が育てやすい環境を整備することが最善の方策であると判断し、小学１年生から６年生

までの町内の子供の医療費の無料化を図るちびっ子医療費助成制度を新たに創設し、これを活用

するため再編交付金を財源に設置されたものでございます。 

 本議案は、本年度から既に地方創生関連事業として実施しております中学生医療費助成事業に

ついて、次年度以降、本基金を活用しようとするための条例改正であり、これまでと同様に再編

交付金を財源とする予定であります。 

 内容につきましては、基金を充当できる事業について、第１条において「ちびっ子医療費助成

事業」を、「ちびっ子医療費助成事業及び中学生医療費助成事業」と改めるものであります。 

 また、附則において、施行期日を公布の日から施行することとしております。 

 以上が議案第１３号か議案第１９号までの補足説明でございます。何とぞ慎重なる御審議の上、

御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 



- 55 - 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午後１時57分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時10分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 先ほど、中本議員の質疑の中で不適当な言葉があったので、これを削除したいと思います。 

 説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑は議案ごとに行います。 

 議案第１３号周防大島町印鑑条例等の一部改正について、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  質疑がないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１４号周防大島町税条例の一部改正について、質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  今回の税条例改正というのは、基本的には、さっき補足説明者が

言いよったんですが、非常に難しいと。一つは、いわゆる今まで地方税法の中で取り扱ったもの

が改めて、いわゆる町条例の中でやってくださいよという分、そしてマイナンバーの関係もあり

ますし、そしてたばこの引き上げの関係もあります。そういう中で、たばこの引き上げ関係、い

わゆる先ほど三級品ということで補足説明がありましたが、この部分について、４年間にわたっ

て引き上げますよということでありましたので、４年間の部分についてどのぐらい引き上げるの

かということで聞いておきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  たばこ税の引き上げについての御質問ですけども、旧三級品という

部分、これ紙巻きたばこで６銘柄ございますけれども、これにつきまして４段階で、平成３１年

の４月まで４段階で引き上げましょうということでございます。そういった中で、これ１,０００本

当たりの税率なんですけれども、現行が５,８１２円、これが来年の４月１日で６,８１２円、

２９年４月１日で７,８１２円、３０年４月１日で９,３１２円、３１年４月１日には他のたばこ

と同様に１万２,２４０円というふうに、それぞれ税率が上がっていくということになっており

ます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  延滞金の取り扱い、考え方について聞いておきます。 

 かつて私は１４.９ぐらいですかね、そのときに多過ぎるじゃないか、高過ぎるんじゃないか、

実態と合わんのんじゃないかという質疑をしておりました。それで現在１２％ちょっとぐらいに

引き下がっておると思うんですが、これは今回といいますか、国とは関係なしに、例えば延滞金
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等の税率、これを改定することが町の税当局でできるのかどうなのか。国がこうだからこうだと

いう格好になるのかどうなのか。かなり延滞金によってますます支払い困難世帯が、いわゆる滞

納がふえると。結局は過日分といいますか、税額分になかなかに行かないというような状況が発

生する可能性があると。ほれじゃあ、きちっと一定程度引き下げることによって支払いしやすく

なるんじゃないかという視点で聞いておきたいなというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  今回の平成２７年度の税制改正につきましては、納税環境の整備と

いうことで、先ほどおっしゃったように、今回条例化しております猶予制度、徴収猶予あるいは

換価猶予等々の見直しについては図られております。これについては、地方分権を推進する観点

から、一定の事項について条例で定められるという改正はされております。ですが、今、議員さ

んおっしゃられた延滞金等の税率ですけども、これについて条例化、町独自での条例化というよ

うなことは、現在のところそういった情報は入ってきておりません。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  いわゆる分納にかかわる債権の関係で聞いちょきたいというふう

に思います。 

 今まで分納については同額程度の担保を納めなさいというのが考え方でありましたが、今度は

１００万円に引き上げると、いわゆるそれ以下については担保をいわゆる示さんでええ、

１００万円以上については担保を示せというのが中の改正じゃなかったかというふうに思われま

すので、そのところをちょっと補足説明をしちょってほしいというふうに思います。税務課長で

いいですよ。 

○議長（荒川 政義君）  奈良元総務部長。 

○総務部長（奈良元正昭君）  現在、現行制度で行きますと、徴収あるいは換価の猶予におきまし

ても、担保は必要です。これ５０万円以下であれば不要という規定となっております。これが改

正後の条例におきましては、１００万円以下の場合、または猶予期間が３カ月以内である場合は、

または特別な事情がある場合は不要というふうな規定に変わっております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１５号周防大島町国民健康保険税条例の一部改正について、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１６号周防大島町介護保険条例の一部改正について、質疑はございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１７号周防大島町簡易水道事業給水条例の一部改正について、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１８号周防大島町林野条例の一部改正について、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第１９号周防大島町ちびっ子医療費助成事業基金条例の一部改正について、質疑はござい

ませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  私はいつも予算ベースで質疑をします。そういう中でいつも言う

んですが、交付金等があってもなかっても町がきちっと、いわゆる定住促進の柱として一般財源

で対応するということが大事なんだよということを常々何回も言ってきました。そういう中で、

私は町長が定住促進の柱として、私は小学校、そしてまた中学校の医療費については無料化をし

ますよという格好で、いわゆる政策展開することが必要じゃないかというふうに思うんですが、

その点で町長の考え方、聞いちょきたいと思います、改めて。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今の御質問は、周防大島町のちびっ子医療費助成事業のうち、今事業基

金の条例を今回改正するわけでございますが、その中に中学生の医療費の助成事業を含めるとい

うことになるわけでございますが、このことが財源がどのような財源があるなしにかかわらずき

ちんと一般財源でやるべきだということでございますが、当然財源の問題があるなしによってこ

の医療費の助成制度を創設したりやめたりということは、受ける側にとってはそのような財源の

問題で制定されたり、または廃止されたりというのは大変困るということは十分よくわかります。

しかしながら、財政的に厳しい状態ではなかなかこのようなことはできないと思いますが、しか

しながら、まさに今、定住対策というふうなことがありましたが、私たちは子育て支援をするこ

とによって定住対策にもつながってくるという思いから、今回、大変これまでにも何度も皆さん

方から中学生までという御要望もございましたが、今回先ほど申し上げました平成２６年度の補

正予算で１年間ほどの財源は確保しました。そして、今回２８年度以降の財源のめどが立ってき

たということからこのようにしたわけでございますが、今、広田議員さんのおっしゃられるよう

に、財源があるからやる、ないからやらないということではないんではないかということでござ

います。まさに、子育て支援と、そしてそれからその子育て支援による定住対策というような大

きな柱でございますので、財源との問題とだけではなくて、きちんと子育て支援、そして定住対
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策につながるような施策として取り上げていかなければならないというふうに私も思っておると

ころでございます。できるだけ財源も一緒になって続けていけるような体制をつくっていきたい

と思います。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより、討論、採決に入ります。 

 議案第１３号、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第１３号周防大島町印鑑条例等の一部改正につい

て、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１４号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第１４号周防大島町税条例の一部改正について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１５号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第１５号周防大島町国民健康保険税条例の一部改

正について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１６号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第１６号周防大島町介護保険条例の一部改正につ
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いて、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１７号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第１７号周防大島町簡易水道事業給水条例の一部

改正について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１８号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第１８号周防大島町林野条例の一部改正について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第１９号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第１９号周防大島町ちびっ子医療費助成事業基金

条例の一部改正について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．議案第２０号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２６、議案第２０号分収造林契約の変更についてを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第２０号分収造林契約の変更について、補足説明をい

たします。 

 議案第１８号の周防大島町林野条例の一部改正の際に御説明をいたしましたとおり、公益財団

法人やまぐち農林振興公社との分収造林契約を締結している町有林２０.９９ヘクタールに係る
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分収割合を変更することに伴い、収益分収権及び造林木の共有持ち分の一部を同法人へ譲与する

ことについて、地方自治法第９６条第１項第６号の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  補足説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。議案第２０号

分収造林契約の変更について、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第２０号分収造林契約の変更について、原案のとお

り決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２７．議案第２１号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２７、議案第２１号周防大島町過疎地域自立促進計画の変更につ

いてを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  議案第２１号周防大島町過疎地域自立促進計画の変更について、補足

説明をいたします。 

 本案は、周防大島町過疎地域自立促進計画の変更に当たり、過疎地域自立促進特別措置法第

６条第７項で準用される同条第１項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 内容について申し上げますと、生活環境の整備の区分につきまして、久賀、大島地区、公共下

水道の詳細設計の進捗に伴い、既設の水道管が支障となる箇所が判明したことにより、久賀地区、

椋野地区、三蒲地区において、既設水道管の移設事業及び三蒲地区仕切弁設置事業を新たに追加

しようとするものでございます。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  補足説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。議案第２１号

周防大島町過疎地域自立促進計画の変更について、質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第２１号周防大島町過疎地域自立促進計画の変更に

ついて、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

午後２時27分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時30分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．議案第２２号 

日程第２９．議案第２３号 

日程第３０．議案第２４号 

○議長（荒川 政義君）  日程第２８、議案第２２号周防大島町陸上競技場及び周防大島町総合体

育館の指定管理者の指定についてから、日程第３０、議案第２４号周防大島町サン・スポーツラ

ンド片添、周防大島町片添ケ浜温泉遊湯ランド及び周防大島町青少年旅行村の指定管理者の指定

についてまでの３議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第２２号から、議案第２４号までにつきましては、一

括して補足説明をいたします。 

 公の施設の指定管理者の選定に際しましては、周防大島町公の施設における指定管理者の指定

手続等に関する条例、施行規則第５条第１項により、選定委員会を設置することとされており、

また周防大島町公の施設の指定管理者選定委員会の組織及び運営に関する要綱第３条第１項にお

いて、選定委員会は委員５人以内をもって組織するとされているところでございます。 

 まず、議案第２２号周防大島町陸上競技場及び周防大島町総合体育館の指定管理者の指定につ

いてであります。 

 選定委員につきましては、選定の透明性、公正性を図る観点から、教育委員長、司法書士、こ

れは書類審査の専門家であります。中小企業診断士、これは財務の専門家であります。大学准教
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授、これはスポーツマネジメントの専門家でございます。スポーツ推進委員、これは利用者でご

ざいます。この５名で組織し、３回の選定委員会を経て、参考資料として添付している報告書の

とおり、優先交渉権者の選定をいただいたところでございます。 

 つきましては、選定委員会において優先交渉権者に選定された三宅商事・ＳＹスポーツ施設共

同企業体を周防大島町陸上競技場及び周防大島町総合体育館の指定管理者に指定しようとするも

のでございます。 

 なお、指定期間は平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日までの５年間としております。 

 次に、議案第２３号及び議案第２４号についてであります。 

 ２施設の選定委員につきましては、選定の透明性、公正性を図る観点から、大学教授、司法書

士、中小企業診断士及び行政組織から計４名で組織し、それぞれ２回の選定委員会を経て、参考

資料として添付しております報告書のとおり、優先交渉権者の選定をいただいたところでござい

ます。 

 議案第２３号周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設等の指定管理者の指定につきましては、

非公募により優先交渉権者に選定された瀬戸内海リゾート株式会社を指定管理者に指定しようと

するものでございます。 

 指定期間は、平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの１年間としております。 

 議案第２４号周防大島町サン・スポーツランド片添、周防大島町片添ケ浜温泉遊湯ランド及び

周防大島町青少年旅行村の指定管理者の指定につきましては、非公募により優先交渉権者に選定

された一般社団法人東和ふるさとセンターを指定管理者に指定しようとするものでございます。 

 指定期間は、平成２８年４月１日から平成３１年３月３１日までの３年間としております。 

 以上が、議案第２２号から議案２４号までの補足説明であります。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑、議案ごとに

行います。 

 議案第２２号周防大島町陸上競技場及び周防大島町総合体育館の指定管理者の指定について、

質疑はございませんか。吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  指定管理につきましては、このたびは非公募ということになっ

ておりますが、公募で行わなかった理由を説明して。（発言する者あり）（「２２号ね」と呼ぶ

者あり）２２号です。はい。（「非公募じゃないです」と呼ぶ者あり）（発言する者あり）ああ、

これか。ああ、公募じゃない。 

○議長（荒川 政義君）  もう一度、議案をよく見てください。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  ああ、間違えました。済みません。 
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 それでは、この指定管理料は幾らか、それから前回は幾らであったかをお尋ねいたします。 

○議長（荒川 政義君）  いいですか、はい。岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  今回、まず陸上競技場と体育館ですが、まず設計段階の指定管理料

の基準額ですが、１,６８３万５,０００円が今回の設計額です。これは前回の２５年に試算をし

たものがありますが、それに比べて２４万８,０００円上がっております。原因（発言する者あ

り）金額ですかね。前回が１,６５８万７,０００円で今回が１,６８３万５,０００円、プラス

２４万８,０００円上がっております。 

 この原因ですけれども、この指定管理に２５、２６、２７とやっておりますが、まだ２７の実

績できておりません。したがって、収入については２４年からの３年間で平均をしておりますが、

これについては前回よりも２９万７,０００円この指定管理に移行したことによって上がってき

ておるという実績がありますが、反対に支出のほうで２８年度以降の額については、人件費が上

がっておること、それから今の事務機器の使用料とか放送の受信料、それから社会教育課のほう

で連携施設の協議会をつくりましたので、それに対する負担金等を計上しておりますので、それ

らが全体で５４万５,０００円上がっておると。その差し引き２４万８,０００円が、収入は上が

ってきておるけれども、結果的に指定管理料、差額の支払いについてはふえておるということで

ございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  公募で行ったということでありますが、公募の結果１件、１社

といいますか、１件だったというふうに解釈してよろしいですか。どうして公募で行ったのか、

行って公募がどういう状況かわかりませんけども、その辺のことがわかればお話ししていただき

たいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  公募で応募されたのは、現在３年間、２５、２６、２７で受託され

ております業者１社だけが申し出をされました。それについて１社のみの選定委員会での審査を

行って、優先交渉権者として適当であるという意見をいただきましたので、今回出しております。

ちょっとその後のほうがちょっと質問がよくわからなかったんですか。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  公募が少ないの、どうして少ないのかっていうのがちょっと。 

○教育次長（岡野 正徳君）  公募でインターネット通じて公募したんですが、私の聞いておりま

すのは、説明会には２社おったんですけども、そのうち１社は書類を出されませんで、申請をさ

れませんでしたので１社のみということになりました。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 
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○議員（４番 広田 清晴君）  実際的に出す場合、提出、いわゆる場合に、通常私が運営すれば

どのぐらいの地元の人を雇用しますとかそういう欄があったんじゃなかろうかというふうに思い

ます。 

 私が、きょう実際来てから資料を半分ぐらいしか見れてないんであれですが、それに載っちょ

るかどうかは別にして、大体雇用はどういうふうな状況で、例えば過去については年間何人ぐら

い雇用してきました、実績がありますね。そして今後３年間ですか、５年間ですか、年間当たり

何人ずつ町民を雇用する予定ですというのがあるんじゃないかというふうに思われますが、その

点どういうふうな解釈をしちょるんか、これが一つです。 

 それと指定管理料の積算根拠いいますか、実際的に過去こうだからこういう組み方、単純にこ

ういう組み方なんか、例えば、具体的に、今回はこういう変更をしてこういう指定管理料をはじ

いたということなのか、報告を求めたいというふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  今の職員の配置の状況について、きょうお配りしております参考資

料の２のほうに、業者のほうから計画が上がってきたものが上がっております。過去のものにち

ょっと今資料がないんですが、社会教育課長が持っておれば後答弁させます。それを読まさせて

いきますと、職員配置については、館長は１名、職員が２名、事務員が１名、清掃職員が２名と

いうことで計画の中に上がっております。ヒアリングの中でも地元の職員できるだけ採用してや

っていくんだというふうに説明を受けています。 

 それから指定管理料の積算なんですが、先ほどもちょっと言いましたが、２５年から３年間実

績があって、今回の指定管理料の設計の根拠は、過去３年間の実績に基づいて設計してますので、

２４年については直営のときの数字を使っています。その３カ年、つまり１年は直営で、残りの

２５、２６は指定管理に移行した後の経費を平均して、歳入についても歳出についても計上して、

さらに先ほど言いましたが、賃金等の変更がありますので、変更要因についてはそれぞれ勘案し

て適切な数字を入れた上で、支出から収入を差し引いたものが指定管理料に当たるということで

設計額を上げております。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  岡野教育次長。 

○教育次長（岡野 正徳君）  現在の職員数について確認しましたが、先ほど言いました計画に上

がっている職員数と全く同じということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  どういう雇用形態を取っちょるかまでは今聞きませんが、雇用形

態、いわゆる会社のいわゆる職員として雇用しておるのか、実際的に正規雇用なのか、それによ
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って賃金も変わりますから、私の方ではどういう、いわゆる賃金体系を取っておるかもわかりま

せんが、実質的に今の人数で１年間の運用ができるんかどうなのかも私は非常にわかりにくい。 

 例えば、この後出ます部分についてかなりの人数雇用をしちょりますから、それと比較しても

先ほどの報告じゃあちょっと少な過ぎる、逆に。全く違うかわかりませんが、実際的には雇用人

数はしれちょるかなというふうに思うんで、それはちょっと調べちょく必要があるんじゃないか

なという提起だけはしちょきたいと思う。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  指定管理者制度っていうのはちょっとよく掘り返していただきたいと思

うんですが、指定管理者制度っていうのは、この公の施設を適正に民間の運営力を入れながら適

正に管理していただくということが一番の目的でございますので、何人雇用しなければならない

っていうことは言っておりません。だから、町の方では従来やっておった人数で積算をして、そ

して過去の収入をはじいて、それからマイナス分が幾ら出るから、そこを指定管理料として提示

して、そして公募をかけて応募していただくということでございますので、今、次長のほうから

も話がありました、これから２８年から先の館長１名、職員２名、事務職１名、清掃員２名とい

う形で応募をされておるようでございますが、これは今までと同じ人数だということでございま

したが、しかしながら、うちのほうから人数を幾らにしなさいということではなくて、適正な管

理をするために適切な人数を入れてくださいという形で募集をかけておりますので、人数をここ

にせということは申し上げておりませんが、当然ながらそういう今までと変わらない人数でやっ

ていくという計画は出ておるということでございます。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  町長の建前はよく存じております。それで、実際的にはそうなん

ですよ。民間でやったら町でやるよりは安くつくんじゃないんかな。その上で、安くつくんじゃ

ないかな。当時はそうじゃったんです。指定しようがないんです。そういう中で、これ法律改正

の中でできたわけですから、指定管理は。だから、そういう指定管理の国の法律をもとで、各地

方自治体も取り組みなさいよっちゅう格好で取り組んできた内容だというふうに思うちょります。

実際的に、町は１、おおもととして、やっぱり雇用の増は当然１人よりも２人、３人雇ってほし

いねっちゅう希望は当然ある。それをいわゆる指定管理の数の中に入れるかはまた別問題です。

ただ、今の状況で私一議員としたら年間雇用がそれぐらいでできるんかなっちゅう疑問があるだ

けで、実際的にはそこなんですよ。ほじゃけえ誤解をしてほしくないのは、実際的に指定管理と

いうのは、国が法律をつくったときよりは、いわゆる一般的な契約によるレベルアップじゃない

よということだけは言うちょきたいと。ほいでないとちょっと行き来が詰まってきたらいけんの

んで、そういうふうに提起しちょきたいと。やっぱり全体を強いる管理者が町長ですから、少し
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でも周防大島町の住民を雇ってくださいよっちゅうのは、重々立場上わしは捉えちょってほしい

という質疑です。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今、冒頭で質問されました、安く管理するということ、これも当然ある

と思うんですが、しかしながら町が直営で管理するよりもさらに適正な管理をしていただいて、

なおかつ民間型の管理のノウハウで持ってからたくさんの皆さん方に使っていただきたい、そう

いう意味で指定管理というのは行われておるというふうに思っております。だから、安くなおか

ついい管理ができるということを目指しておるわけでございまして、その中には当然どういう

方々に管理していただくかっていうのは受けた方側のことなんですが、そのことについてはこち

らからもできるだけ地元の方々を雇用していただきたいということを申し上げておりますし、今

この施設での雇用されている方っていうのは全て地元の方だというふうに私は認識をいたしてお

ります。 

○議長（荒川 政義君）  田中議員。 

○議員（３番 田中隆太郎君）  安く管理するって町長さんが言われたんですけど、２４年度がそ

もそも基準になっておるんであって、２４年度には全部これは町の職員さんが管理しちょったと

思う。だから、その基準額が８,４００万円が妥当かどうかは私はわからないと思ってて、もし

全ての指定管理料に言われると思うんですが、指定管理の基準額を決めるときに経営診断士か、

そういうものに町の職員さんがつくったもの、誰かが判断するとか、チェックするとかいうこと

を行ったらいかがと思うんですが。これは意見だけです。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今、田中議員さんがおっしゃられたように、過去は当然町が直営でやっ

ておったわけですから、町の職員がやる、または町が直接雇用された方を入れて管理運営をしと

ったということになります。そういうことの中で、金額で申し上げますと、管理運営、管理のほ

うとも一つの運営なんですが、そのことについて町の職員だけではなかなかお客さんをどんどん

呼んで入れるとかいうようなことについて、民間の方がもっともっと長けておるんではないかと

いうこともありました。だから、町の職員がやっておった時代の額と費用と、そしてまた新しく

今度指定管理になったときの指定管理料のその比較っていうのがなかなか比較しにくいというこ

とでございました。だから、２５年、６年、７年と３年間やって、５年と６年の実績が既に出て

おります。７年は今現在管理中でございますので、その２年間の管理をしていただいた収支は毎

年報告を受けております。その収支の中から指定管理料と、そして利用料金は指定管理者が取る

わけですから、その指定管理料と利用料金を合わせたもので収入全体ができるわけで、それがど
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ういう収支になっておるかっていうのを出していただいて、それも参考にしながら今度２８年か

らの５年間の指定管理料を積算をいたしております。 

 今、議員さんから提案ありました、もっと専門家を入れた指定管理料の積算をやってはどうか

ということでございましたので、今回はちょっと町の職員と、そしてまず皆さんが何度も何度も

これはいろいろ詰めてやってきて指定管理料のこれは適正であろうという数字を出しまして募集

をかけたわけでございますが、これから今度のことでございますが、そのような専門家にも見て

いたきながら指定管理料をきちんと積算するということについては、検討させていただきたいと

思います。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第２３号周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設等の指定管理者の指定について、質疑は

ございませんか。吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  この施設は公募で行っていたと思いますけども、このたび非公

募ということ、全員協議会で何回も町長のほうから説明聞いておりますのでわかるのはわかって

おるんですけれども、非公募に至った理由を説明していただきたいと思います。 

 それと管理料、前回と今回の管理料を幾らになりましたかお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  管理料、ちょっと後で、済みません。 

 今回、このながうらの件につきましては、６月１１日に第１回の全員協議会を皆さんに御協議

いただきました。そして、７月２１日に第２回の全員協議会、そして９月４日に第３回目の全員

協議会、そして９月１１日に第４回目の全員協議会を開いていただきまして、そしていろいろず

っと議論をさせていただきました。何で非公募になったのかっていうのは、既に第１回から第

４回までの全てのこの中で議論をさせていただきまして、そして９月１１日の第４回で非公募で

やるんであれば１年だよねということが、皆さん方との協議のこの結果が整ったというふうに私

たちは思っております。そこで非公募でやらさせていただいておるということでございまして、

なぜ非公募になったかというと、それは第１回から第２回、第３回、第４回の議事録を十分見て

いただけたら、そういう皆さん方の合意をいただきながら今回非公募にしたということでござい

ます。私たちも非公募にするには相当理由がありまして、これは第三セクターで町も大きな資金

を出資しておる団体でございますし、またずっとこれまで議論してきたように、なかなか今、会

社自体の、この第三セクターの会社自体の財務内容は非常にもう厳しいものでございます。そう

した中で、早くきちんとした会社に立ち直ってほしいということでこのような体制を取らせてい
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ただいておるわけですが、しかしながら議会のほうからの議論の中で非公募でやるんであれば

１年で、そしてその間にどのぐらいの財務改善ができるのかということをきちんと見て、そして

その次のことを考えようではないかというようなお話をいただきました結果、こういうことにな

ったわけでございますので、今回のこの非公募の件につきましては、もう６月からのずっと議論

でございますので、今ここでは申し上げませんが、そのように皆さん方にも十分理解をいただい

ておるというふうに思っておるところでございます。 

 指定管理料のことにつきましては、前回よりも大分大きく膨らんでおります。そのことについ

ては、部長のほうからきちんと説明させます。 

○議長（荒川 政義君）  池元産業建設部長。 

○産業建設部長（池元 恭司君）  吉田議員さんからの質問で、グリーンステイながうら等の指定

管理料の前回と今回の金額の質問というふうに思っております。 

 前回は２２年度に選定をしたとこでございます。から、指定期間は平成２３年から２７年の

５カ年の期間でございました。町が提示した指定管理料につきましては、１年間１,４００万円

の５年間で７,０００万円の指定管理料となっておりました。その結果、前回公募でしたのでそ

の指定管理者となった瀬戸内海リゾートの提示した額は、５,０７２万６,０００円の５年間で

５,０７２万６,０００円の提示額でございました。今回は１年間ということでございます。今回

は、一応議案書のとおりでございますが、１年間で１,９１５万円の１年間指定管理料を提示し

ておるとこでございます。この内訳につきましては、積算の話になりますが、産業建設部の商工

観光課、過去５年の事業年度報告に基づきまして、それを平均したもの等で計算したものが収支

差額、１年で１,１３５万７,２６０円というのが細い数字でございますが、これが出たとこでご

ざいます、それにこの来年度からは指定管理者に水道料金等の上乗せ分ができます。これが

２６年度の水道料、これ実績でございます。７７９万７,８２４円という数字で、今の先ほど

１,１００万円を足したものが１,９１５万５,０００円でございまして、端数処理した上で最終

決定額１,９１５万円ということで積算をしたとこでございます。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので……。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  先ほどから何で非公募にしたのかという話については、町側も早

期に赤字分の処理をしたいというのが第一義的にあって、それで実際的にはいわゆる１年でどう

でしょうか。いわゆる赤字分のいわゆる返済処理をするためには１年でどうじゃろうかという議

会側の意見があって、そういう格好の中で今回ちょっと複雑な、いわゆる非公募での１年間とい
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うことになったというふうな認識になっちょりますが、そんとき出たんが、実際ほれじゃあ三セ

クで運営して、きちっと１年間でいわゆる精算できるんか。過去の処理ができるんか。これが議

会側の言い分でした。町長の言い分じゃないよ。１年間で行けるように努力する、これが今回の

議案の流れいうふうに私は見ておりますが、ひと月に係るのがいわゆる会計の赤字、私たちは

１億５,０００万円と４,０００万円ぐらい、長期債務と実際的な赤字があるというふうに見てお

りますが、こっちのきょう出された資料を見ると、負債が４,０００万円ぐらいっちゅう格好で

書かれておりますが、どの部分を取っとるのか。これ私も見間違えたらいけんのんで、もう一回

資本金が１億２,５００万円、それで雇用が、職員数が２０人、決算数字があって、ほれでその

前にいわゆる評価があります。委員会における主な評価、意見ということで、当団体は前期

１,０９６万４,０００円の純利益を出し財政面の改善が見られたが、依然４,５１３万

８,０００円の債務超過いうくだりがあります。これは過去の負債が大きくなっており、資金調

達面での不安は残っていると。しかし、利用促進のため積極的なＰＲ活動いう流れになっており

ますが、議会に示した債務とここの債務の整合性はどういうふうに見ちょるんですかということ

を聞いちょきたいいうふうに思います。 

○議長（荒川 政義君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  先ほど言いましたように、６月１１日の第１回目から９月１１日まで第

４回目までずっと過去の決算書をもとにずっとやらさせていただきました。そしてここに今付属

資料が出ておりますように、実は平成２７年の９月期、前期分で純利益が出ておるということで

ございました。その１,０００万円の純利益が出ておるっていうのは非常に大きなもんでござい

まして、ただ、これ前期だけですからまだ税金も払ってませんし、だから前期でございますので、

今現在では４,５００万円ということになっておりますが、皆さん方に御説明をしておった段階

では、５,３００万円ぐらいの債務超過でございました。だから、好転しつつあるということは、

少しずつ、今出ておるわけですが、先ほど部長が説明しましたように、前回のように公募であれ

ば当然指定管理料をずっと安くしないとよそとの競争に勝てないということからして、そのよう

に安く設定をして指定管理者になろうという努力をしておったわけですが、それでは、この第三

セクターがいつまでたっても財務改善ができないということから、私たちは今回はぜひとも非公

募で複数年でお願いをしたいというふうな気持ちでおったんですが、議会との協議の中で非公募

であればやはり１年だというような協議になりましたので、今回は１年にさせていただきました

が、だから、実際には昨年の決算で言えばまだ五千数百万円ぐらいの債務超過であったわけでご

ざいます。 

 そして、この１年間でできるのかということでございますが、これもずっと４回の全員協議会

でずっと説明してきたと思いますが、１年ではとってもできるものではないというふうに思って
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おります。そしてそのやり方も、単純に収益を出してこの債務超過が消えるというのはなかなか

難しいと思います。そこで減資の問題とか、またはその後のいろいろな手立てということも今、

税理士と相談しておるわけでございますが、きちんとした結論が出とるわけじゃございません。 

 しかしながら、先ほどからあるように、新しい今度指定管理料でもって、本体の収益がどんど

ん上がっていくというのが一番大きなこの財務改善の大きな柱にならなければならないというふ

うに思っておるわけでございますが、それに合わせて減資をするとか、またはほかの手立てをす

るということで、１年ではなかなか難しいと思いますが、複数年かけてきちんとした財務超過が

ないような第三セクターにしなければならないというふうことで思っておるわけでございます。

ですから、今回は非公募でありますので町が設定した指定管理料がそのまま指定管理料になるわ

けでございまして、できるだけこの第三セクターが少しでも収益を上げていただいて、早く債務

超過から脱却するようにするためにもこの非公募でお願いをしたいということを申し上げておる

わけでございます。 

○議長（荒川 政義君）  池元産業建設部長。 

○産業建設部長（池元 恭司君）  ２３号の参考資料１の中の報告書の中の委員会における主な評

価、意見ということで、ここに依然４,５１３万８,０００円という数字のことでございますが、

これ２６期と２７期のその辺の差が若干出てきているというふうに思っております。 

○議長（荒川 政義君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  議会の側も深刻に受けとめて、かなり議論してきましたよね。実

際的に、いわゆる赤字の太い部分は、平成２年当時から始まるバブルの好機といいますか、そう

いうときの精算がまだ済んでないということによる実際的な状況なんですよね。そして私の方は

三セクではなかなか責任体系が曖昧になるから、これどうにかせんにゃいけんよっちゅう立場で

私は言うてきたつもりです。それで、実際的に町長がほいじゃあどうするかちゅうていうたら、

今格好よく言えば、できるだけ黒字が出して、企業体としての黒字が出して、それを見ながら、

いわゆる過去の１億５,０００万円になりますか、１億４,０００万円になりますか、それも整理

していくと。それで整理の方法として、例えば株で、株といいますか、資本金を食うていってそ

れを１０分の８とか１０分の９とかにしてそれで精算すると。一つの方法として、嫌がるかもわ

かりませんが、そういう言い方で詰めてきたわけです、議会と。（発言する者あり）いわゆる債

務の部分よ。あと、ほいじゃあ聞きますから。実際的にそういう形の中でどうにか過去の債権、

いわゆる１億５,０００万円ぐらいだったらどうにか、１億２,０００万円でしたかね、１０分の

１したら返せるからということの言い方で協議は整いつつあったというのが現実じゃないかとい

うふうに思うんです。協議整ったとは言いませんから。ほれでそこにメスを入れることが大事な

んじゃっちゅうんが私の意見でもあるし、議会の意見なんですよね。そこんとこをきっさりしめ
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た上で今回の提案に至ってほしかったっちゅうんが中身ですから、じゃけえ、１億２,０００万

円が三セク経営形態でどう処理するんか。これやっぱりきちっと報告しちょった方が、それは流

れとしては非公募で行くわけですから、これはきちっとしちょった方がええんじゃないかと。過

去のことを振り返るなっちゅうわけにもいかんよと、答弁の、いうことで質疑をしよるというこ

とであります。じゃけえ、町長が。 

○議長（荒川 政義君）  暫時休憩します。 

午後３時09分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時13分再開 

○議長（荒川 政義君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 議案第２４号周防大島町サン・スポーツランド片添、周防大島町片添ケ浜温泉遊湯ランド及び

周防大島町青少年旅行村の指定管理者の指定について、質疑はございませんか。吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  管理料ですね。前回と今回と、管理料、先ほどから何回も聞い

て申しわけないんですが、もうこの提案理由の中で管理料は入れていただくと、皆さん関心度が

高いと思うで、幾らで管理やられるんだろうということは関心がありますので、その辺のとこま

た検討していただきたいと思いますし、それから管理期間が３年とか５年とかありますけれども、

これは３年でありますけども、指定管理業者も３年ったら短か過ぎるんじゃないかなと思うし、

落ち着いて仕事ができないというようなこともいろいろ、それは私の推測ですけども、そういう

ようなことで、管理期間をある程度一律に統一できるものなら統一できたらいいかなと思うんで

すけど、その辺も踏まえて御説明をお願いいたします。 

○議長（荒川 政義君）  池元産業建設部長。 

○産業建設部長（池元 恭司君）  まず指定管理料、前回と今回の比較でございます。 

 前回は１年で５００万円で１,５００万円、３年間で１,５００万円でございました。２６年か

ら消費税が８％になった分はちょっと今考慮してませんが、当初そういうふうな指定管理料でご

ざいました。 

 今回でございますが、今回は１年で７００万円、３年間で２,１００万円の指定管理料を提示

しております。今回７００万円のとおりが指定管理者からの提示でございました。 

 さっきの３年があったり５年があったり、今回ながうらは１年ですけど、いろいろな施設によ

って違いますし、温泉施設なんか、先ほど町長からも話があったような原油の価格で非常に５年、
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長期になりますとリスクが高くなります。それも含めますと３年がいいという施設もありましょ

うし、そういう物価に左右されない施設は５年のほうが安定的な経営ができるという面もありま

す。各施設によってそれぞれ考えながら期間について検討していったところでございます。 

 以上です。 

 そして、議案の中に指定管理料は議決項目でございませんので出してません。ただし、参考資

料の議案第２４号、参考資料１と２がついております。２号のほうを見ていただくと１ページ目

に下の方に指定管理料の記載がしてありますので、御高覧いただければと思います。 

 以上です。 

 つけ加えまして、債務負担行為のほうにも指定管理料の分が出てますので、それもひとつ参考

になろうかと思います。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。田中議員。 

○議員（３番 田中隆太郎君）  この管理選定委員さんの評価と意見が出ておりますが、契約をす

るときにはぜひこれを代表者に伝えて契約をしてもらいたいと思います。接客業の基本がちょっ

と薄れちょるような感じがします。 

○議長（荒川 政義君）  御希望。はい。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。（「声が大きいほうだけ

見んさんなよ」と呼ぶ者あり）広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  声の大きいほうだけ見るけ、困ったもんじゃ。 

 実際、今回３年間２００万円ずつ上がっておりますが、指定管理料、さっきは一つは要因とし

て、いわゆる燃料代の高騰いうて言われましたが、実際的にはそういうことなのか。例えば水道

代が値上がる恐れがあるとかいろいろ要因は今から出てくると思いますが、実際的に年間

２００万円引き上げたのはどういう要件からかいうことだけは聞いておきたいと思います。 

○議長（荒川 政義君）  池元産業建設部長。 

○産業建設部長（池元 恭司君）  報告書のとおり、意見に載ってますマンネリ化、使用料が減っ

てきたのが主な要因というふうに担当課は考えております。 

○議長（荒川 政義君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより、討論、採決に入ります。 

 議案第２２号、討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第２２号周防大島町陸上競技場及び周防大島町総

合体育館の指定管理者の指定について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 議案第２３号、討論はございませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  賛成するに当たって、実際的に意見を述べちょきたいというふう

に思います。 

 実際的に過去の累積債務をどう精算するんかというのは、そのときの町長だけじゃあなくてず

っと引き継いできた内容です。ほいで、実際的に私は一日も早く処理することが、その地域で働

く皆さん方のやる気を落とす。働いても、働いても実際的には赤字がぶら下がってくる。これじ

ゃあ職員の皆さん方も、そこで働く皆さんですね、それもなかなかやる気が起きないという課題

があります。やっぱりそのこの課題をどう押さえていくのか。やっぱり町長を中心にこれはかけ

られておるんです。そこで曖昧な処理をしない、この１年間曖昧な過去の累積債務をしないちゅ

うやっぱりきちっとした方針のもとで最大限知恵を出すこと、これが非常に大事な課題だという

ことをわかっていてもあえて指摘しておきたいというふうに思います。過去、いろんな市町で三

セクがありますが、三セクの非常な弱点は、責任体制がなかなか曖昧で取れなかったというのが

もう明らかなんです。そこにメスを入れて三セク問題を解決していく、これが非常に大切だとい

うことを明らかにして、賛成の立場を明確にしておきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（荒川 政義君）  次に、反対討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  討論がないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第２３号周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設

等の指定管理者の指定について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（荒川 政義君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決しました。 

 議案第２４号、討論はございませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  実際的には、答弁を含めて考えていただきたいという立場で反対

しちょきたいというふうに思います。といいますのが、町の執行部がマンネリ化という答弁が出

るようなことじゃいかんわけです、町長。実際的に、例えばいろんな指定管理がありますが、私

の聞き間違いじゃったらいけんのですが、実際的に。マンネリ化、そしてまた本当にまたいいの
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かなということは、疑念が残るわけです。かつてほかの施設もマンネリ化という言葉が出ました。

ほれで実際的に今回もマンネリ化、それでいいのかねということなんです。単純な考え方で反対

しちょきたいというふうに思います。 

 以上です。（発言する者あり） 

○議長（荒川 政義君）  賛成討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  反対討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（荒川 政義君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これより、起立による採決を行います。議案第２４号周防大島町サン・スポーツランド片添、

周防大島町片添ケ浜温泉遊湯ランド及び周防大島町青少年旅行村の指定管理者の指定について、

原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

 起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（荒川 政義君）  以上で、本日の日程は全部議了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。次の会議は１２月１７日木曜日、午前９時３０分から開きま

す。 

○事務局長（福田 美則君）  御起立願います。一同、礼。 

午後３時24分散会 

────────────────────────────── 

 


